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1継 家庭の機能はき都市化力言酌た：ち＝した核塚族化現象；li生

活空間の変化，，母親の就労1の増加な どにま 1り変貌を遂げ

て恥る詠とK．に家庭における養蒋機能の低下lll親子関係

のひずみなどは児童の生活環境や二人格形成をゆがめてい

る雛さrちに現代祉会の過当競争凝情報過多lll地域社会か

らの家庭の孤立は一屠この問題を汰き議し蕉：いる富監これ

らに基因』して非行1』1自 殺の低禦齢化，天｝情緒障害児の増加，

心身の脆弱仏また知瓢警嘆轡絡！才璽難生
み出している現実である。．． このよ うな事態に対処するに

袖単嫁麟樋幽畔て聯ので瞬
、ゆえ広く社会的な施策とての関ミ籔こおし ・て検討す1るこ≧湖

噸である・ε∂ と；τ）μ酔
勉葡魏・融・騰教育愈理騨域の総帥
翻娩即蝿の実簿轡醜撰レ澗髄遡
群し瞭らに齢変購糖し得硯盤育の魏
，方β、社会の動向砕応じた福祉行政施箪づの指標をうる二

、綻目鰍して確を観な審・Tlひ1・諒

東京都を選定虜る8沖縄岩手丙県で人貝13翼4凧世帯
　　　　　　　　　　　　　　　ひらら数9ずDOOl弱の市と1：して1：1・沖縄県宮古島吊艮市く大日32，

316人，世帯数3，825）および岩手県江刺市（人 目37レD81

人磨世帯数8，825譲を調査対象地鞍し1プ東京都は下町（江

｛東区）iと郊ク榛（1多摩市）　を対象 とンした叡亀 岱：r浸kl儀∫認ii

粁亥）．の中心都市く64粁2）麺あ留。、i宮古島はさ乏う・ぎび

中心の農業おまび漁業が主な産渠でみり窟民芸品宮古上

布，，宝石サンゴの原産地膏誌窃る蓉宮古の歴史はρ気候

風土（80粁台風樋過地諏城源融1ぐ圭地質耶良）飛経洗ら

政治（人頭税）の苦難に耐えた歴史であるが，それだけ
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　江刺市（岩手）　　　　　　　　　　　　　　　　　　2．手続きおよぴ対象

江刺市は岩手県の輔部に磁餐調樋隻挺喚rll、壌翻勲醜礎察
か村を合併した江刺町が33年に噸彬懲趨東薮．．、麹類澱，戸児の購子どもの蠕福祉充
本線厭駅から東にパスで20伽融交繍靭論む凝醜謙あ鋪萩離る融（付、）を施行する．
放射状に運行されるバスで鉄道はない。市の面積360・77　　対象　各地域1歳児50名く保育所児25，家庭児25），

粁2の約50％は燗地帯であ撃理群レ’？∫も繭魎読ン＄、璽と聯黒紳ぞれ…名（保育所児5q幼纐児．

少な職山村的性鰭噌職る神薦行当強、瞬蜘σ6名 （小学2年）の母親を目標とし畑
の50・000人の人口はその後激減し現在37・0σ0人1 昭和46 　がし1・沖縄の平良市においては，保育所は5歳未満を対

年聯繊繊に瀧され盃る。人曜少の擁の中』諌島，5歳児は全鋤纐遡となり，また，平肺
で高年齢化が進み・60歳以上礎入旦割合嬬20％に友ぶ。1 ～1では小学校児童数が多く，一校で2学年児童数が100名

産業は夢一な牽業1摂重要掌位置鳶貞螂農業は番を中赴 fづ脅タ蚤かに超過するが，岩手県江刺市では2学年の児童

に畜産，果樹，養蚕等の復合降営力～糞体である脅i輝家r　，峯炉24名の学校もあり三校で100名に達するなξ地域

戸当りの耕地が少なく生産齢低硲住鹸得‘ま県輔i』’一ほ猛がみられた．第1表は略不働もの，父子家

の89％，山村地域では62，5％にとどまる。近年来，経済　　庭（12名）を除いた対象数である。調査対象施設はつぎ

発展を図るための誘置工場が増加しつマあるらll．プ 　　に示すものである。

准民は蜘構びつ湿猷家灘致く，，純朴で繊　沖縄．（平良市）一醐保翫融筋吃っ鹸
・ぐるみ励して生活し恵る譜方‘》㈱粉部は鰭育駈鞭保鰍、北幼稚蹴、み謙幼鯛湘ヒ小轍
葬見離される前の医学・に教育をは1じめ文化隆盛の中心地　　r、1岩手（江刺市）・｝聖憂ベビ感ボ←・云，，米里保育茄，1

零南った岩谷掌（江刺町の前募）この歴史を誇りiと！し・・現　　伊手保育所i．江刺保育鳳 1愛宕保育風さ八日市幼稚園ン
在．も翠育。1文化・g・福祉的活動は活発であ1るび 』 』訊　 』、

1　伊手小学校，’く愛宕小学校』 玉毘小学校 ，丈∫1・’ £、il二，＝丸・“ヤ

　∴♪、．1　1・』r∵二』』 b　l㌔1：』・1』〆1 こ馬（二㌧1． 』　1、∫『 、　 』東京』（江束区）’．←南砂第五保育園∴1．すみれ幼稚園‘～

「∵r 』1二∵砺 』』1
「、

　～ 一“1．∵rノ ∫1』三』 ．日r・kン　　南砂西小学校，南砂東小学校『1、 』ll ’ 1　、
　、・』乱・一 』！1・P r　ll　l』．獲彦〉貞・』f吃 1二ll』ビ∵1・卜　　rF：1 （多摩市）rみさ と保育所，』［多摩みゆ1き幼稚園二♂
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．3歳児対象筑鰹診と身体測定および貧血の検査を施行
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内藤他：家庭の機能変化に伴う福祉稽要ξ1児童の養育に関する総合的研究

食生活の実状を詳細に把握す冷61・1（付3 ，1羅：館｛欺・，『き

ゴ4）』』、夜問就労の母親の児童養育の実態に？捷ま病院勤

務の看護婦く各地域50名〉11を対象に質問紙法に嵐る調査

を行』うふ＝・（付．51）♪’ドぐ ≧メ注己　訣べ！・．e＞f誓9鶏二望1∫
．・

ヌ　、

i』5）お現地に赴きド，：地域の自然環境蹄地域住民俊生活実

態を観察．し謬母親ど子ど道 の生活の背景を把握する6玉ゼ：1

・：二6）lll・地域の福祉’． 教育ヂ｝保健関係の地域の実惰を熟知

している有識者たち（各地域10名内外ンど研究界タ董ネ

との合同会合をもち，1今回の種凌の調査の裏づけと1なみ

‘7）τ保育所待機児数の年間推移，．保育所設置状況，ン医

療機関，k地域の生驚障食品の囎給球況他£教育機関ダノ福

祉施設の設置状況など各種資料を蒐集して福祉施策の実

態を把握する‘ 1こン！藷rl、1、”忌学摩期 1⊃霊ll．巧、1 罫さ戒封
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・D．児童の健康状態にっいていT　l戯身』』二 島ε　，拠、1、

．、我滝カミ調査対象と・ して選ゆだ許東京ゑ岩手，被漣縄の蕊

地域の児童の健康抹態を概観するために‘！健康診査及び

栄養状態判断の←助どして血液検蚕を実施した6聾艶

くDコ身体発青状態こ・メ．、1．、｛・∵ご』、5r㌧．じ〕鋏ざ♪；∵ll救｝敷渦、

二’131撞／4 歳児に対して身体計測を輿施，じ詩身体発竃状態

を評価七健康度の指標の子9と遵た5． な1お欝束京群にR

いての身体計測は実施入数が1Z名と少なかうたた晦第2・

衷に示すのみにとどめ，コ他群どの比較は控差 た6）1♪1：．lliン
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∫11：第21表ヒ号添臓なホこゑに1身母！体重に叢》｝て，ぐ男女児と

霞岩手群衛沖縄轡との間摩著明な莞育の舞琶認やるこど

ができ・なかった。さ計測偉～：汝肋ブ指数を昭和輯年産身1体

発育調査結果≧塊韓」て変必翼し賞劣兇ζ喰逐と：匿いえ

ない硲すなわお10苓引磁孕イ沙以下の値を呈す盗もの

の頻度は1岩手群でに聲憂に関して5惑彩㌶体重におい

で6．7％， 沖縄群ではそれぞれ7．0％，6。3％と1なうてお

リレト両地塚間に著明な葦邉認め乾れなb、61また9彰『やセ

ソタィル以上の値を呈す為画4λ嫉岩融群鰍韻身長ジ16， 5

％，轡重1卵％，榊縄撫瞭媛紛3％と雛％と，

やや沖縄群燐少なヤ獄肥満傾向にある重のく二こ，ではカ

ウブ指数18．ρ以‡＞1は岩系群1L9％鐵沖縄群ユξ6％と こ

れも差嫡全《な瞭㌶この頻度嫉厚生省心身障害研窮・、幼

児肥満研究班の調査報告に比・レ蕉少な嘱』1蹄・ム1∫・強 ン

いミ以毒㊨ゑ蜜次5み瀕縄群購岩垂群に比して大きし）体格

の子ども嫉少な燈が趣全体と夢ζ曝間題ζな拳発育状聾

を塁舷む幼児セまお墜ず透岩手群でを奥身長90苓hヤ彰客イ

ル以上を呈したも；のの割合毎沖縄港り多かっ九∩と｛はい

え，1 発育上のひずみ葱示蟹た【豊㊧畢凝～なか堕た5 1・すなわ

ら長琳縄県：の輝飾岩手県φ魂間地脚嬢サる3、笈

蛮歳児には身体発育蓄の問題嚇認められなか西な。らi｝M う

r②㌧精神運動機態発達状態：）δこε鞍、1：砦　，（諏、～旬譲＝

二保護者またをま保寛者に対奴く欝個掬の幼児④精神運動

機能発達状態をアソケートによ、ウ調磨己疑しい場合にに

診察によっ羅確認 しね （東京群にρいて嫉行1∫うぜてレさ！な

い）。調査項目は，片足とび（片足久彫磐マ）ド歩行，べ

白ジめく、リドき△Q描写或』・名前をレi呪う貞ま二欝吾文をヤ芝う凱 顔

をか感購穣木矯家を作るヂの7項目である6i置導れらが不

一可能鐙あづ準！ものの割合は第3表に示すように踏項目 に

よ鐙惹は地域による差輝みられるゆ粗太運動は岩手群茄

優れ質おり，＞特に 「片足どび」唾ま岩手群溝有意に優れ縛

いる（P＜O，005）。また，微細運動に関して油縄群よ！ り1

岩手群が劣っているものが多いとい、う紬果を得葺魯膝る
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＼・㌧ ・日本総合愛育研究所紀要’　・・第貯集1．語　’＝

　ごのような結果が出淫こ碁は，1精神運動機能発達ぼ地

域の条件も無視できない要肉であるごとを示すもめであ

か，い沖縄群を例にとろていえぱ〆離島といっても密集し

た地域に保育所が設置されでおり，1園庭もさじえ広く、な

い うえに，r 庭に帰与てから思い切づて遊べる環境にな

いこどが影響じたものと患われる5・・』』雫rl・、

（3》一 査結果1ン㌧・ 君・
∵ ’・』』1 i瀞 r斌』』r

　う歯罹患率は‘岩手群・榊縄群が非常に高率き，それ

ぞれ7＄，6％，・181．2％であったら＝

　そめ他の異常につい述は，丁束京群そは著明な疾病異常

がなく， 岩手群では喘息性気管支炎∫・ 沖縄群でほカィセ

ソが主なもの愚‘し他には著明なものは認めら1れ1なから

た。¶沖縄群では皮膚疾患〆感染症の罹患が多いぎ ・』

　集団生活を営ん睦いる幼児でほ感染症は十分に管理ざ

れるべき牽ある♂朝ゐ登園時に視診（健康観察＞を趨切

に行なう．能力をもづた職員の配置が望まれる5』㌧ア、

健診と『司時に血色素量め検査をし輿施 しだ。』検査法はシ

アゾト・ベモグ貢ピソ法による51乙結果は1㌧東京群13』9士

0、9g／d4 岩手群1L8士L－6窪7d4・』沖縄群∫13，1ま1．0

9／d41と岩手群が低値を呈しせ濠1・る。1血色素量が40己9

g／dJ未満のものは東京群にば宙名もいないが岩手群25

名（22，9％），沖縄群3名（217％〉1で， 特に’9、99／d4

以下は岩手群に15名（13『8％〉1にも達・しており1・非常に

高頻度乏レ、う…こ と，レこなる。　’；イ ㍉て　・ ．』

／

．2）ρ小児保健的視点からみた養育上の問題　　∵ 就

（1）妊娠。・出産について口1「㌧1 ・1 　1一・一

　調査対象児童の妊娠中の経過を第塗表に示したポここ

でし、う妊娠中毒症と審ま浮腫ヂ高血圧∫f1蛋白尿め何れか一

つだけ存在したものむ含まれている‘妊娠中鍛症の頻度

が沖縄地方に少な“二とは他の報告にもみられる結果と

同じぞあるガ㍉ こ・貧血の発生も沖縄群が少なく・一般に異常

は少ないよ 1 li誤泌li｝1．

』・第r4r衷．1妊娠経遮』、ン・’ぐ　
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不’

　明

　
13

（3．2）

　12
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ρ対象児童φ出生時の状況について検討・じた臣低出生体

鮒経体橘撤4，6だ）ll婿翻醜統計と比諭
ると低率である。特に謀沖縄群は12名 て盆9％）にすぎ

ないのは沖縄県の低出生体重児に関する統計と比較じ賓・

余りにむ少ないの嬉 正確な情報を得たものど は思われ

ないのが残念きある。二1まだ1コ仮死の頻度は全体オ11謁％

で，岩手群が9名（2，4％）と最も多い。（仮死の頻度は個

たの胎児期て分娩中を含む） の経過により左右されるで

あろうが，仮死で出生した新生児に対する管理がいかに

なされるかは，』その地域の周産期医療の状況を評価ずる

指標となりえると考えるよ1

（2）1』児童の健康状態の評価いr 』．㌔ 　旨’
』』．、

　母がそれぞれの児童の健康状態を如何なる ものと評価

して．いるかを調べた。児童が丁健康』オあづたとこたえ

えいる灘のが全体で，一80ig％で，』「健康でなからた」，・「病

気がぢ』：とこたえているものは17，5％にみられガ地域男唾

にみると東京群で「健康でないjl「病気がち⊥と 豊たえ

ているものの割合が最も高く20．3錫．を占め， 鞍縄群が
　　　　　　　　　　　　　　示　　　 己［～　振

12．6％と最も少ない（Pく0．05）。

　さらに，児童の体質をどのよ遵に評価じ聡識遣てレ》る

かを，5症状の有無について調査し、だ。1すなわぢ，咳・

喘鳴， 発熱，腹痛1嘔吐1∴痙攣につ二いてその頻度を謁

ぺ，1 第5表r（1）， 第5表㌣¢）にその結果を示した6う、

　咳。喘鳴の発生頻度が多いのは生理的にも咳し．喘鳴の

多い幼児期を対象としたことにもよろ』う が1』，地域別にみ

ると岩手群宅症状をもりだも、のが最も多い。年齢別に検

討すると、ジ ：咳1・喘鳴は比較的年齢の低い群に，叛痛は商

年齢群に多くみられるが讃これは小児の罹患傾向からみ

て当然の結果と・いえる。・第5表に示した家族形態別ジ．母

の就労状況別の結果からは，児童の健康状惣に曝家庭分

學擁条件参六きく関係し∫勢弓．ことがわ期る。すなわ

ち津て嘩夢三堺舞に峯くみら診た・また淋
一．トを含む勤務をもg母が癖状呼ついて多くを訴えて喚

るζこと力斗ら，家庭における母をと りまく状況によっ之1

母が児童の症状をど．う受け庫沁憂、か奉畢執ゑてくるもの

と考え㌧られるい　　㌧　』㌧、』　τぷ，．ll：％　お ・，に 1、
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凋童艦騨進躰め1轡勤騨1紛ヤ平の母の認
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7栄肇摂取が最も大切」と、しでいるも④が最も多弘特

等浄経群㍗大学卒爾鰍に多‘みう夢空曾、，児，勇¢〉年齢によ

碑は窓瞳、〔体塵く 9其騨鞭塘岬嫡顎
越て嫡鱗そ縮峨％．瀞⑫となρてい紛
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醜瞳晒擁 lr勘髄顛噸聯、、r嘩

騨」1郷磯に熱との嫡醐礁購男1響現レてし｝
苓事の、タ尽秒聾る。．準康単準些零早塗ヤg〉姑F特琴欺い」・

と考えているものは全体で3．1％rにみられ♪沖縄群，：中
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内藤他＝家庭の機能変イビに伴う福祉襟と児童の養育薦関する総合的研究
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第了表　児の発病とその対応に関する問題点 シ繁’”渉
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　　　　　　　　　　　　　　く受けるこ乏は古くから指摘されているも 環境条件の一

　　　　　　　　　　　　　つとして地域特性を姦ザう蔦とがで善都蟹、1沖舞3揖手

　　　　　　　　　　　　　　き束京という異なる獲性を車った聾塚においてそれぞれ

　　　　　　　　　　　　　攣生する保健．ピの閲題は必ずしも異客1宅ヤ・ないことポ

　　　　　　　　　　　　　・岬の調査瑚ら旅なっき・そ稼φ蝉し欄騨
　　　　　　　　　　　　　』鮒る行麟勲雌差蝿ま饗摩 と麹禍昨全
　　　　　　　　　　　　　・驚繊レ・そ濾全駒嘆旛勲て麟齢蝉爽
　　　　　　　　　　　　　灘騨吻緯喚嘩力鱒・と、瞭静驚ろう・麟

　　　　　　　　　　　　 』騨蝿蟹聯総て騨存い殖奪脚橡鰭
　　　　　　　　　　　　　 ：’

いるり筋猟厳密壁の内嘩練噴騨脚
　　　　　　　　　　　　　こ差があるのが現状である6 毒かし，・・内容の差にづいてば

　　　　　　　　　　　　・引母親達り購とん芦参知り得夢い試況匹あり，rそれが児牽

　　　　　　　　　　　　　漁鞭畔おけ噸と卿きゐ関潜南ること1こ隅
　　　　　　　　　　　　　ll付かず頓終らてレまろ。 従亭て・今㊥の調査雪3聾域騒

　　　　　　　　　　　　囎講纏肇騨鰹アlt鰍勢

　　　　　　　　　　　　　　マ弊揮鱒騨弊？いて鐸看ラ声る評価や撰
　　　　　　　　　　　　　痴畦とりまぐ家庭生戯動瀞の条件壱どよ菰
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1内藤他：家庭の機能変化に伴う福祉櫓璽ど児童の養育に関する総合的研究

差異を認める＝こ・ど恭今回の調査で明むかとな捗た61・ご癒

は保健対策を考える上で重要な要件となる。特に「困づ

たことがない」という答えや，症状発生に関する認識な

どでは，地母のおがれた環境条件が強ぐ影響じているざ：沖

縄群を例にどれば，豊健康状態の評価で．「病気から」 r下健

康でな》詩」老答えだむめめ割合が3群中最も低ぐ，孫健康

増進に大切なもめが1「特紅な》、』婦「わがら1なり剣。ど答え

だむめ渉池群よウ多蹴ら1だ。ゴ更に，；ノ『児童の病気に対すa

対応で「困ることなし』と答えたものが群中最む多レN談

以王を総合しどうどぢえて，ジ』保健対策を行ケが熟考を要

する冨すなわちド輔縄群における母の児童の健康に対す

る認識が低浴むのである と，さみなすならば、試対策 とじて

知識の導入を考えるべぎである。＝「・・シ・く：』㍉訟』滋廻1頴：（又．1

∫ll以上の点がら，1 1母親の養育行動が児童の健康面に出現

ずぢ藺題と』どのよ1うな関連があるカ』を証萌1じ応》～くごとき

に卸り 1ζ養育行動ゐよ りよい変革がすずめられる’ごと．馨

望みだいよド＝：二1蒙き1』這トニゴ』 べΣく1宴《．茸⇔

　2　子どもの食生浩の輿態ど栄養摂取状況党ゐ　㊦

　1）目　的　　
』 』1：・1』i∵』・1』lrl決‘3

意乳幼児期め生活比於誕食事の占める位置は大き恥誰乳

幼児期の栄養が子どぢの体格〆：健康を左右し〆がづ家庭

における食生活の在り方が現在は勿論将来1こわたる心

身の発達に及ぽす影響の大きいことは駿々報告されてい

緩裡陣児舛勅高喋筋る沖縄（㈱噸）

樺手麟騨吻り郷蝉韓し哩彫
探り， 改鋤縫を見飢た幌献たも 酔
轡方i9法駕　欄岸・㌧e（1テ1・き字どもわ食事に歯する調査鮒　泊・質　、しa

掲乳児動栄雛1こ？し｝ゼr7ミ1 』15

　（②・母親の栄養，i健康に対す、る関心度．瑞　四．～：
i『

家琿活ゆ肇麟球砺ややφ在り犠
i④蝉及びおや9幽する腰と購1“．1
②〕．蛤歳励の食生活実態調査と健康診断．ll　　O

1譲事の内容を更解謎紹に知膓し陣康≧⑫揖関彫饗、て見

轡献特に鱒児叫轡の寺ゑ娚査を行な
写冠　1“　　　　　　　　　1侵・き1

i蘇嚇よ御ケ樋査黒
I」

　総合鯛査（母親の児童養育に闘する調査）の質問紙と

　健康診断と沖縄では静脈血轟岩手喉東京声は其朶血を

鱒レ謡色畢存轄舛藤1鎌☆1：
紛〆魎塗晦二1瓢㌧誉、、1鱈誉1

漁：縫卿獅こつ》耕12嚇頻』・1．』i

…ll，3轡警騨鰭姿？警脅醒
！ 一　r・・対象保育園及び幼稚園
　　　　τ　い　　　　1　へ　7F　　　　　・　｝∫L　　　 　ド　ト

沖縄県H市
’　　、　　　　　　　　　　　　　A　　■　　

・岩手県E市・
、簑　　　　ゲ

肖東墓靱市

漠幼稚園．1：201 ζ．鋸幼瑚隈ヒβ6
　　　　　　1＝
ζ9幼稚恥14

遜拗稚園．重1211 、、ぐ…3保育職13
・ F幼稚賎14

H保育園
181 A保育園 24

一¶　　f■　　　　　　　　　　　　一レ

瓢保育暫一 16i
・・ 騨薗ぐ20・

』　　．’

llN保育園，r14 老．耳保育園；176
．騙

r

ゆ保育臨22’、 ’ぐ一　　　　　　　「・P
‘

．、 　　　　　 9ド
，．〔暖

’』i計：’『エ11』
・・きり計18訟99　　『　　　　

計逃》1へ28　『　

　　』　 　　・　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　i〕．71　　1一≦：　 ほ．t∫∫　 1書．域1　 ゴ』 ぞ　　　’』 ．’1 1

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　モ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　4） 調査結果≧考察』” 』

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　，（1）詠子どもめ資事に関渉る調査i1』： ・㌧諮ン』tギ5，駅1涯

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　』①。乳児期の栄養にら“てゴ1
ll7

ド尽「』障ざ・・ガ1 六寸

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ン今薗の調査怨は生後13勢月晒）母乳栄養児は 全国平均

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　《ig？8年ン：帥％に比し，凍京ば略同値，1 』沖縄はこれより1

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　5％商く，岩手は5％低い。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　また3ヵ月の時点で混合栄養を習め〆し1ζぐらがで竃母

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　乳幾与えズいる母親は神郷y氏1滞手59，東京6i％となら，

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ζ賦　　£＝1t　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 〆∫』じ魯る動、項』無i、1漁
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・ 』②栄獄対ずる磯の闘破・l　　l
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　留母輝の栄養， 健康に零する関心度kよって家族の食笹

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1艶融るごそ鰍み鞄ら趣対押勉
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 イ蘭心度を鏡察←冠ξ1 』

ξ・ 」．五1・　　奥 、　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、慾食魏以夢時構弗塵誘柔欺の華即中惣
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　3 ll準近軽が壽岡》・空働　　i⇔、礁

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ．絹＠一
鳳栄養酉か5考灸る ・1 　1∵　～ 1

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ε．摂⑤ 家族の好きκ嫌吟を考える　な

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　』喜．⑨解時間＆騨鱗枷演のを考える：薇
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　齢 栄緬を考え嬢腕つ備畷は東京が馳
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・1鼠泌で繭銘噸だ於て漁ま麟り有灘
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　：ll亭く』瞬児樋％癖瀦ど蜘同節あった・1

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・⑨◎難岩手縮く特に「轍1～時間の髄ら紳

癌下勉鯛纏牌羅嘱布し｛プ徽脚磯、 i』絢．を教るあ略騰搾勲磯ク璽ゼ熊
．一

．1

綿入し破収撃診日まで魍収した6ト更喉診の：T・…佛職… 1…一・1｛ 1』i密マ 1
搬母稗酵して不朧徹略の正確を期臨 1重・そ三③羅の食甑キこつ嘔　ミ　畳
i．拶鯉3興卿も昼汐の餌醗魔lf．、．．1、鯵 a． 1．鎌バラ撞の餌 1 撫　ll（　1
働食岬奪＝早常よ く用鱒館喜φレ～て謝象極．』1鎚灘の蝕即麹が嘆拠七いる痴家麟．

醜郷 糟、聯1’騨雑警、？いて』，△、』ビ∵凝ラ勢こた蘇ぎ鰍騨洛年解均禦みる瑚
⑫，健康診断と血鱗猷づいて』

…

＿．1．貧 食では観轍 ’地期瀞る鱒縄澱砂な難．響
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llく、日本総合愛育研究所紀要く』1わ第玖集♪ 国．
。、、

』ヨ第11ド表．＝喰事鯛製の視点ll

　　　時間。手健康r栄家族の好・ 蕉』

　　　数のか醸を考確考難・有卿

1沖縄 15謬・慾6訟1コ1i』1き悩ご31’3ご8

　岩手・ 122i4・一5Llσ／㌧ 1随6』3F㌧ 16し1 4i∫1

　東京　　　　5．7　　　75．5　　　17．0　　　　　0　　　1．9

歳
平均 14．1

一　　一

4．1

．　「一　『・「■

5．6　 3．1 3．1

3，、　歳

』［　r一

、

岩手
東京

　』、　　，

11．5
・15．5

14－4

rこ［、」ひiく

59．5
37．9／

72r5

」　1、

26．7
：＝琶7．9

1董5．4

」1一入L’■

0．8
・£2．：gi

き！3－13

　1．5
．く5⑱』　414

平均 10．8
』　　　¶　　　　　　　　　

←56．
』、』，2711ン、；』」

曳．’託　　　〆

　2．
　“　　　　　－

．3、7

3．1

5沖縄　8・1　62・σ♂21・8： IL6・1・1
　岩手　　10．9　46，4　35．511』12．：？1∫ 5』8

　・東京　8・5　64・8　18・3！1拠：4・4

歳平均　9．058，824，52，15．6

　　　　　　　　　　　　』、’
〕，己 　　　 　、

10％，岩手ではやや高く3115歳児雲2g％程度みられた6

　夕食では全平均5％前後で朝食より少なかった。地域

別では岩手が最．も少なrく2～ 5％1で渉うた。’家族揃づ．て

たべでいる家庭は東京30％前後，沖縄，こ ；岩手の彪で最も

　　　　　　　　　　 ♂．』 “び
1ご『

『，
，第2表ド食事上の聞題r．〆．柔1．け1 、1 ．e、へ、llド、

少な瓶づ、たが，、もこれはサヲリ、管角マ家庭が多吟なめで訪．

ろう5：：1＝』』、Pr・！；二
．：ぺ』

1ぐ

』捜 i
．・ 廓『続』∫ l∫、l

l燐 1．食事の回数、1ン蕩． ，冨．』 簡・ 　！』二臓、1ブ．』』

・ 、子供の身体は成長過程にあをので，1．．ブロキR当，りのモ

ネノレギ馬 蛋白質必要量はお となの2、5倍程度暁な鵜』．1

したがって一食猿けぱ食事の間隔が長く．なり，、間食が多

く、なる。 菓子類は糖質が多く身体構成素やイ嚢、タ、 γ類仮

少ないものが多野ので，‘，子ども、の健康な成艮が妨げられ

る揚合が多レ謁 、己 、』
・．t　 ㍗k 』マ　 ‘

・苫、1∫、

、、
本調査では，1朝食を 、r時々」ま たは rしばじば」 』抜ぐ

子供は各年齢共沖縄に多く．（2Q㌘30％）みられ， 、特に3

歳児では訂％にも達している。・束京では各年齢共90％以

上の家庭が毎食きちんとた嘩ていた。』　▽
．．．

これは成人につ軽てである塘．岩手県の実旗した食生

活調査では朝食を毎朝きちんξた ドているらの越農村96

％，一都市81。3％となっていた。本調査で嬬岩手嫉80％

（1歳）～93％（7歳）と年齢と共に上昇し匁いた◎r　li≧

　④　食審及ぴおやρに関寅る澗題轟武戚篶、モ　父

　a　食事に関する問題　　　．　 ゼ　　1、G
∫第2表は対象児について食事に関す逐間題践蚕⑳程度

みられるか，1次¢）5項目にρいて質間 レた緕果でゑ裟磁
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内藤他＝庭家の機能変イビに伴う福祉顯と、児童の養育に関する総合的研究

薇で編％緬流て晦．地区旗鑛 ≧，し撫翻、

定しているものは東京が最も高く50～60％を占めている

　のに対し，沖縄では「日によって違う小が40ん66％促3

歳児を除き）を占めている。これは朝食抜ぎの子どもが

岩手に多いと・いづごどに蘭係し七卵るめセは灌耀がと考

えられる。　・』：』1』・る』・ユIYlll一 混課（ 石．11看う苛i濃1璃K㌃き

　おやつの与え方にづ恥宅ほ1・蒙京迩ぼ母親が用意一じて

与える琵躍が圧倒的滝高＜・1 i！ぎ歳児め齢％以外ぱず無ぞ

96％以上そあるぎ碧手む％霞母親が用意 じ・ぞ献テ釜詳塾漂

　1・自分そ買・ら七だぺるもめぼ沖縄ぎ，ゴ」㌘ド歳だ2δ％考…il度み

ぢれた♂遥の中金額を決航与え醜礎∫噛由セ慣め

せてめるものの比率は半々であった。　讃骸ゴ’』・［㌔・

ll～1⑨li 3歳児食生活ゐ実態調査ど健康診断・1メ』呂迩

　・全対象児の中，・冨歳児のみ妃づ昏て健康診断，三：血色繁

遼”）灘定及び食生活実態調奎を行ならだぎヤ1 11烈箭∫y

　①　身畏及び体重は第2表のようで男女共両群め尚嬉

殆ど差はみられず，また1980年乳幼児身体発育調査結果

と比較ずるどその中央値淫略向値愚あ謬た詫2σ9頁参照〉

　1』②』 血色素量にづいせ』洪 も．1 k：ミ☆511、∵』li『ミ緯

　平均血色素量は沖縄12，6士1．3g海6∫）岩手112410士1．’9

倉／dJで岩手が低値を示し猶まだ10，9二g／d写以’ドの比率は

岩手に有意に多ぐ，・ 特に9遵〆dガ以一ドが・13．8％噺みむれ

た。（210頁参照）　　　　　 ∴k　L111；府1』11ツニ1い二“「一“1∴

　東京では採血に協力を得ることが困難で卦血色素量の

F測是出来た子ども・な1園のみ，1ぺ：3歳薗児趨名中11名ゼあ

づだ註そあ結果壮すぺせ117虚以遣・乎均・13ゆ壬1セ優

秀な歳絞を示εた。電）ぞ二lr く）』彰 鞠　，㌧一砿㌦：三・ご・ 一・5’
；

U㊨ぐ！一連続3日間の食凄記録よ，ヴヘ『ン．：建r’1！ll渉’」∫さ

　，対象児が摂取した連続3日間の朝夕の家庭食にb偽七

評価：じだ諮ナ娩：∵r』㌧∴l　r渉：ン三ヤ y．・二1：－｝，く叔認彦、域謝

　参望朝食ど夕食めパダ■ゾ　冶U ず鼠～一： 二箔｛、ヤ

　朝食のバターソをみぢど沖縄は蓉ジ罫牛乳痙裏たぼゴ

滋グルド卵どいう・洋肺津タ潔ジが約半数を占め鼻遼数

例ではあるが，菓子バンのみというものもみられたポ堰

群では，しごはんを主食乏・する心のi96％1にみられ声みそ’

汁，卵，納豆，または焼魚，》’午物財肉ふ藩り1恭け，＞潰物

等が用V・られズいた8トて　，q寺（譜　．㌦㌧・・’※験（1・こ、

　市販のイソス病シ下むめ〔（婁参孟“，，汰ソバ‘グ，鈴シ

ュウマイなども）両群共4％程度宏周いていた。ト　つ

　「問題なし』は7歳児で50％，その他の年齢では平均　（♂岩手県で行なづだ主食についてのア％参“ト調査ミ畑3

磐驚離騨哩即1嚇∫灘講驚驚肇薯謹驚5％が1
・bおやつに関蝸間題㌧二馬・1…1’嘘 1鯨鱒ご顧4・諮「痴匙犬解硬その他験

轟鳶鷺黙鎌雛羅爵譲難一1繋瀧灘談巽灘翻購コ
藤蕪曝腿多ぐ桑．こ魏纐禰韓融≧矯勲
・は冷麦，そうめんが多く用いられていた。

　b　主なぼ常食品の使用回数〆’ざO・、デ．蹟る！lli聡ε

　調査期間中　　　　　　　　r－」r｝』：てll突娩 i』、 5111r：ll

麟縫熱轍騨顛ll騨、潅態段
、∫，．

、，凱湘鯵難鯛鱒畢購じ・民、 苧、，，，，、、、．ジ』

』㌧
㌧ 、i・二1㌔　　　〉∫ 9、・＼沖、6縄i 遣調手ぐ

rrゼ 乳‘乳製品毫いrぐむlll…『

卵∵”覧「じ敷ぺ苗
∫

11魚1戸魚製品，・．ピ、。・

　肉・肉製品ン£ζビ，に忌》：二1

襯二vo．58（

　，10」 62』

・一
午・ 0．53・

ゴρ乱88．・

rL壇α22＝し

b諭』⑲（ド

　ニ．0乙59，参

、．傘53シニ

凶計Lτべ・ r『『”ジ緬）2写6ft ㌔認1庸舘
1畑球蝋燦、“、勲働夏卜，ヒ，〆、蒔∩へ、 L，　　　　ヤニ丁7L

」，蝿鰍r　　㌣「b並 ’1 ＝3；

』〉、1 ．　r‘
㌧ 一〇．29受

　「 ン 1　’，

　　　、　㌧
、’』

．0．9＄

　 』し 、

　　　”　〆
龍晒q∫ン

L緑黄色野菜 1錦誌臣惇、．

の他野菜・海草

果rr、・物） トY『」い．

11』報

　1．22

…漁ユ3；1

許Ol・56 『1』㌧
く

～、「
ず
60

　　　　、 幽73漠

　　　　・9職
・ハ 　計1翫一‘ら ン

。，＞1激：、｝ 二・）2．53．胃1

　』ノ〆へ㌧一1』F ゾずぐ1”‘1；・ ～ 　ぺ1＼ て ノ一5・るlrジこ1る∵F♂’

調査期間中における朝食及び夕食に用ひぢれた食品1k

人当りrの使用回数をみると置魚ヂ1緑黄色野菜llT．果物更ぱ

両群間に殆んど差異はみられながづたがぶ豆腐矧豆類な

iど根〔物性蛋白源の使用回数は岩手が多ぐ，i3ヂ方牛乳‘卵．

肉については沖縄が多かった。　・　　　　　ンr』・1’誹

、i　r ゴ！食撫の栄養木ラ諺（ズ“711・》て ・『 凌，rl ［1 “三、1・∵

ぺ日常よ1ぐ用いて．いる食品をぞの主成分によろ・て蕗A　B

C　Dの4つの群に分ち，4つの群の食品が全部揃逐てい

れぱ，栄獲のパラソスのとれた食礁懸ある と，．じている。

沖縄ど岩手にて〉いて諏朝食が生群揃ちで獄る》むのは1β疹

前後廼両群同率オあろたが鐸タ食は沖縄溝％を上回り1群

群力亀謄を下回づてやや劣る傾向を示した6虎さ‡（島済蓋特』

≦　ま・だ東京では栄餐≧領ラ3ソス’の・とれてVYる」も・の：朝食＝26

％典敬食錫と岩撚鞭に高率であづ二撮，艇⊃謙

　今回は摂取量の記入は出来なかったの誓，マ栄養所衷量

宏の関係韓みられな唾～5菖ごキ沿瓦：慧『ピ猷妨パー一 キ

詣迂iiお八うにう蜷て　』・ 悉蒜tllt　l建ン・ぴ 遡．、，沈《、義
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製第4表・3日間におやつに用いられた食品と回数，（％） 仁

　一　』　ぜ　1　1

　

果
r　－Fご『、

1

』牛1、1乳』 ㌔ア・ク

リイ　1スム‘

ジー

・』ユ、

1・ズ庫一

ノ｛

　1・シf

ク・ビ・

・ッ不　ケ1

；、ッーロ’下

ゴ

　

ヤ4

．ル

ケガ
でヨ1』

グノレト

ヂレ
1コト

あ’ かき氷 せ二』

べい

・アゲ

イ1

スキ

ブリソ．
’『

㌧1’』

ズ㌧

ポチ
テ・ツ

プ

醜⑩
　ず

瓦b21一 951
rフ81

．？3ロ 』窟 48 127 20
18　

16 、11 r12 11 11 111 8r 8

・．

岩手（：99）
1157
　　　－83
　　　　　r　　　　

　　［
ヴ雛

58 ト、34・ ユ8 三4 10
、、

3 7 12　 0 88…
23 14 1．0 11．　』

　　　　　、マ 』 一　． 二、♪直“、、＼r・11・二・

　3日間に子どもがたタたお八っの種類と回数1

　沖縄と岩手のお菓子

沖腿び岩手の対象蟹は聯購墜子屋櫛曾
桐働贈類瞳凍レ魁沖蟹！単市はざと発
ぴの産地で騨と鄭多く・』米纏黒ざとうをまぜ施

ろづ風にした／「ざとうパシビソ』　「こくもち」などの独

撫菓子もあ？た6．また27年間のア刈輝韻贈縄
φ食生活を大きぐかえ藻子類もアメリカ風のキャ ザ
レ，航チ戸ヨコレートll ．ケーキ， ビスケット，高脂肪で安価
し

なブイスクリ」ムな・どが豊雷に販売され宅レ、た8・霊

富岩手県E市でも束寧同様ケーキ，スナマク，あめ，デ

野k一トな潮郵・就郷土名物り木得鱗． 麟じ
疹う1伊んべ瞬嫡沢崎った・子供畷繍媒子
轡稗で晒絶㌧（62％）懸東京ではせん，
即・’（52％〉 であぢた。

　これらの菓子類が3日間に使われた種類と回数を第4

表に示す。　・」』 』　　　　　　 」 』㌧
』rゴ

　沖縄i・岩手両群典果物，牛乳，アイスグゾーム，ジュ

努1‘、1潮なξが多く謀れしては瀞ではせん少
が1 沖縄ではビスケット，クッギーが多く用いられてい

た」 iまた沖縄では食事が不規則で朝食或いは昼食代りに

間食にうどん’』そば，おにぎり， 曳サ乳ドイヅチ台すし，‘

お茶澄などガ用いられていた。∵． ，

④。 i．日常使用する食品に対する子供の「好き」丁嫌い」

について　　　　　　　　P二 」、・ン．1 ・さ＝ ：，ll lrl：・1』’

だ

　一定の食品に対する子供の反応を丁妊き」・「普通」・「し

ぶしぶたべる」1干たべない，1のまない』』の5項目にしぼ

づて質問、した6．∫』，且　1” ㍗、l　l　，弓 公5、乙 ．　 　rτ1）

　。すr、＝牛乳，5乳製品
、

1いr』捕 ・二∵r・

、．受集乳ヂ乳製品は・「妊ぎ⊥と「普通」 を合せるど岩手，

沖縄i・1東京の順に90，∵86∫・182％とうけ入れられており が、

牛乳をのまなレ』子ども、は東京の10％が最も多かった。．、

隷考資ヒ・牛乳やフル〒ツ牛乳は80％近．くの子どもに好ま

れており，与えたことのない母親は沖縄・岩手が15％前

後1こ了東京が7，％であったごシン、「ド
．．

　チーズを好む子供は各群ともに踏程度で，r殆ど同率で

あった。離島・農山村を間わず，乳製晶の普及の目覚ま

しさ輿驚かさ れる。 、ア

l　b 卵， ン魚多、肉類＝

、

卵は90％の子どもに受入れら れており・．「渋タた尽う」

ものは4％前後沖縄。東京両群にみられた。

ひ、・豚肉は沖縄ではよ忌用焼られ丸ごと購入レてで族で調

理加エ保存して賞味すう習慣が南る。ま・た牛肉頃スィ、牙・

カの特別処置品≧ して塊較的安価犀供給されてレ・る賦対

象取の沖縄県耳市は昔かる漁港と、して栄え， 現崔嫡え

び， もずく㊨養殖志盛な々なので日常新鮮な魚をμ，にす

ることができる。　．
、

．1’二・』：　　』1 「．且㍉．・．．
ド

　肉類に対する子ξも・の辱みに沖縄42，岩手す5，ll東京66

％に好まれており．， 』魚は同様の狽で78，4gド穀拓藍なっ

ている。沖縄の子どもに魚ずき参多いのにH市¢｝特殊1隼

かも知れなヤ》。d ⊃ ∫ぺ、1 』 ひ歯凪 11｝、，〉

：．’ 9．』車 』』1
・腐・1’．’、≧、『卜｝

〔、 i一』　、． ’』’ξr ；｝』乙： 1＼

（ll車腐は油縄・岩手共にょく用恥ら牲，〕特に沖縄Q郵土

料理として「にがうり」と共に料理した．「ゴ鴛ヤチ也ソ

ブィヒ」 に有名で昂る。 1，、1
：・』．ド』

・ゴ 二ひ』』弄

　：亘腐は沖縄・岩手画群の90％の濁象児に好弦趣てい為

のに対し東京でに好む子ども｝ま茄％程度，凱「 レぶしぶ鳶

べる」が同率25％であった。　　　　 、ピ』・憩・、，

　、“ 野』菜類”　r 3、ト』・、』一∫．il、r1．二． ㌧』』 ｝』

　沖縄では冬瓜，1南凪㍗，西／瓜直岱ちま・ に尋填塗萱侭類

演多く生産されていう。 特に頓が瓜礪沖縄特産の野菜で

ゴーヤともいい，ビタミンCが多く，．夏まは嬉劫果輝孝）

るとして賞用されてい多。苦味炉強いρで子保慧弟まり

好きない。一　 ．1 i
ン』 ：．・

‘

、』r・：』 嫌’レK

　岩手県E市は東北の野菜処として各種野菜瑛栽培昏れ

子ども達にも比較的よくう、け入れられてレ｝み．（71％），

沖縄ピ、東熱よ60％前後でやや低い。一 ぺで㌧1・

．．野菜を丁嫌い』 な子供は岩手27％，・、沖縄42％となって

しi・たσヤ、 　㍗、 ．＝ 　・ン』 一1』』．ξ・

』にんじんは王好き■な子ども 「嫌い」な子ども．の双方

が多く ，、1特に東京に好まれていた。1コ，　，、；∴，＝
一1

扇

　この他キャベツ，きゅうり，レタ多づ，玉葱， 大根が好

まれ， 、ピ≒マン，．ねぎが嫌われてレ．・た6』こ賦 1 ll

　e　イ、芝スタγ♪ 食品＝ぺ鉱菌 1　r 二一

い・
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内藤他：家庭の機能変化に伴う福祉需要遷児童の養育に関する総合的研究

　イソスタント食晶は日本の隅々に迄進出』し《恥る覆，

対象児の家庭ではどの程度利用しているであろうか。

　　　　　　　　　　　　　　ノき 　　　ノリド

　回数1爽鶏狸ミ多施吻璽醜鷲i難峯郷醒

篇羅轟鷹講齢叢護ξ雛
～3曜麟燕醸謙黛濃薩二瀬漏病ケ，
フライ，グラタソなどもよく用いられ隻全対象の形～％

の子、ど：もに与えら、れ ており～ 」3群間に著る♪ し恥地域差は

み’られなかったる ：ゴ　［1蕊1 い1・混』 11贈．』ジヘ 』ゴ．（状

ノ・．ごf厩ジ」早ス，』つ尋ラ，｝母イダ居・く 、．瓢r、1▽1寂

⊃l　lジ蓮亀メ類は各地域の80％前後の子供に愛飲されゴ1毎

日1』＾42回飲んでいるものが沖縄溶岩手廼％程度〆3．日

にユ～12回が40％程度であ6たび東京の飲用率は低い3

　サイダーは岩手に，カルビスは東京によく飲用され1．・

コーラーは 3群共大体同率酒60％程度であう1た3二1』苔

メ5⑤． 食品の購入．』△㌧1 凝
「』与P 、こ、 il乙｝』飯』、ぐ 題’

・！庫れらσ日常食品揖犬部分が不←バレー又は近所の店湾

求められており〆岩手1≒凍京はス’←塊→が半数以上，＝沖

縄では近くの店が半数以上を占めていたる：・』・11』亙、・ぎ、

　東京では乳・卵など生協からの購入がみられたがメ対

象地区の特殊凄情かも知れない←、黎遷、・ξ薫　1嵩1ごミ

　⑥　岩手における血色素致ユ0‘9g／d4以下のものと正
　　　　　　　　ペヤ　　ず
常群どの食生活の比韓写、’摩野鳳父　i侃1、

（鐸墜ては卑色蓼麹鯉鰹黒璽斜力弊
　（22，9％）、も“るの嵐その子洪らを対象に吏に食生活

が雌色素盈比及ぼす影響を観察しそ謬たぎll’に

』て、血液正常群の母親に「まず健康，1栄養面を考えて食事

をつくる』ものの比率が高く，かつ動物性食品の使用回

数が高レぎこ老があげられるぢ’1

二1偏食1評小食等の食婁上の問題点を有するものφ比率が、

1正常群よ・り低ぐがっ脱εQ脚・ご浩』
ll

赴㌧1．：二÷rぎユ．』1・ 鳳

e更に貧血猟こつレ淀幼稚薗児と保育所園児にりい更分

類庫ると詳貧血児ほ幼稚薗児め88％言保育塵児め∫ク％職

朔路か比幼稚園児寮高率であら遊ざ 恐らぐく傑育所給食の

効果であろぢ乏考えおが更‘こ詳細に追求諺でゆ幻予定で

ある。　　　　　　　　　　　　　1 ：なぐ．ll 1｝こ　難ε議

　5）ま、rとめ　 、　　　．
われわ礁綿二1蘇鷺奢種み麟垣健蝉

実纈調査を案施笹以雫あ三乏が明力選漆男翼葛

・二σ諏歳対象児の3ヵ月未満時皆おけ魏乳栄獅比

率は全国平均値（1977年）を沖縄は5％程度止回り， 岩
　　　　　　　　　　　　　　　　　al手は5％程度下回っていた，東京は略年平均値で37％．を
　　　　　　　　　　　　　　　　ヘドヂし
示した。　　　　　　　　　　　　　　≧

　②　血色素量が10．99／d4以下の幼児堺沖縄では（3名

∫・）（3錫）1‘・岩手では25各（1（22；：！9％O，1で31有意に岩手が高

カ、った。ρ〕東京懇昏よす銃《て・カζ11宮ノd4ノ以上“ 平均乙13；9土1

で優秀な成績であらたが採血に応じて1くれた家庭が少な

く胤1例にすぎな！がづたの庵会今回は対象群が らi除外し
た6』㌔1一』．（』・『1』 1：．』』 11ト亨

、二‘：｝lrく． ピ』 ：1

ゴ⊃；（気：1、入』⊃lr．＝、

　③　栄養，健康の面撫ら食瑛づぐりを考える母親は沖

縄が岩手函り有意に高試馨岩手1は≧「家族の好むもの」’又

は「手数のかからぬもの」いを考え文づぐる母親が多かち

た占：『『1・』㌧・u　甲し 訊．※扇ノぐ』ご“ぐ．ニド誤驚シ・ 高ギ，ア

　④3日間の園児の食事記録ぎり犀 曽う一※レ・澱大：ヤ1Il

　沖縄と岩手の食生活を比較すると次の よ甑である多

起ail、1朝←1汐食に用いた食1品く1人当二りの使用回数は魚，

緑黄色野菜，、果物なゼは両群の間に殆：ど差異はみ られな

かったが，豆友び豆製品など稲物性蛋白源の使用回数は

11群が多iく1』牛乳ヤ卵許肉について、は沖縄が多か二らた。

・ bb∫三食事め栄養鑑艮ン係は朝食は薗群ほぽ向率酒あら

たがヂタ食は岩手が劣る傾向を示した琴・『1蹄ぎ欝略へ一ン

　C　沖縄では1∫「屯毛汰じぼ朝抜ぎす＝る」、＝ものが岩手より

多かったが，間食におすし，サンドイジヂ1ジ’1うンどん鼻そ

ぱなど軽食をとっているものが多かづたぷ朝抜1きと滋）う

ばサ食事時間の）ずれ乏・して取扱うのが適当力索瓢知れな

い5、『∴ン’姻じ1．・一1ンこ1 』う ”呈）＝』．眠』 1ン・1凶 』つ　＝』』．

レ d・乱食事上の問題があ多1むのは岩手に多ぐくボ、、沖縄には

で1、ン壬1 岩手にお1ける血色素量ユ0』99／dβ以下群 と正常群

〆と：の比較1巳一｝ ∫iさ：i（虞s．～♪趣二Pジ 11．”二』’△ ン峯驚、1亀㊧y
5岩手にば血色素聾1σ1…9gγdZ以下のもの献多い俄で歪1

食生活が血色素量碍及ぼず影響を観察した処≧淋織と岩

手にみられた磁の鵜餉剛塑恥壌礁畢す・
rる飾の騨や職・解上のト塑レφ撫など嵯

魁磯礁鱒勲間ゆ騨！こ堪饗篠綜i
また締蹴眺し卿鱗撰雌血群が2倍駈

みられたが』恐ら〉く昼食φお弁当庫給奪の差畢期ら吟レ跨

蟹縮：騨鋤礫糠雛1騨轡細嚇
1樋サ蝿淀⑫黙．茎⊆賦『〉岡慮・1紛・ 』

謹難期鯉輝拠1騨轡
：（職1・齢醜晒撫浜16雛嬬巌て繊 肉
類は東京に・魚類は沖縄に7吻前後好かれ鰍た韻

皐腐娃独縄岩手、り90％子供に好まれていたが，東京で

鷺轡が繋蝶蝶響難警
較灘難難蹴諏纒鼎蓼男砦
ゲご凝ぎこ態ざ・ツヂ』き’ゆこうミり、 ニユイみ）オ，y玉葱，1ヲく根力罫比較的

好惨れ，欺ピrマ1ソ，（ね一ぎを1嫌がる．子供が多かわたざ1ゴ．

一・ 理一
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工・ 犬参は好きな子供／も ，了嫌いな子供滋多かづた。迄 く、

察⑥ヒ．盃γ漏家γニト食品とド．；ジ」ワス類1、

．1各地区共イ1マ不、タ，ソ下食品の中ド、戯ヒピ， かジブめんヤ

ごはんものは殆どの家庭で利用しており，そうざいもの

遇約半数←％の家庭が用いズいた6．惰二』1ひ1，』1ド　、で

．、

』⑦、ジ・5トス類は各地域の80％前後の子供に愛飲さ，れ

ており孟特に沖縄 ・岩手に多か「ったよ‘，
一．

　サイダーは岩手に，　カノレピスは東京に，　コーラーは 3

群共大体同率で60％程度であづ た6｛．将；、

　③3食贔の購入．1 弘写 』：． イ認、☆・』ぺ

，これら旧常食品は大部分が熟7辱欧又爆近所の店で求

められてお！り参’、岩手ン東京では愚陽容きが，，沖縄でぱ近

』くの店での購入が半数以上であづたる＝、℃二　　．く．、一 弘

．以上の調査結果によ・り，・対象児の食生活に若干の差異

が観察されド』この相異が幼児の血液憾状に影響を及ぼし

ている可能性が示唆さ、れた5 ： 1“ぎ1臨1・1∵談｝、1 ＼』』・』

　 3『、母親の養育態度と児童の生活の実態ゴr．、■『1

〉X家1庭環境11・1’“・，。1ζ』rd二iλ
、1

』 《、 、・ ｝

、

（1） レ家』族’構成 ・』3、デ略弓ンいゴ牽∴：

‘・①家族形態11家族について‘、、a核家族鈴、b祖衆母と同

居，cその他の複合家族，d片親家族に分けてみ℃み

るも：第17表は家族構成を地域別に坦較じたも一のである。

なお，複合家族を祖父母と同居，その他に分廿ずに図示

す る と第■図になる6窪こ｝こで明らか数よう．に岩手は複合

家族74．5％（内祖父母同居67．2％）と高率であ：り，：』他の

2地区と比べて特徴的である。転核家族は東京が91、8％と

・も：5っ1と も多’く玉㌦瀞遇尋ま75．f％，～’』岩手葺よ22二5％τでンある5：1二

擁曜1舞拠∵1、』避鳶過1』1 窟

，第2図ン子ど郊の数り　　卒，

0ごぐ　　　　、）7 r　ト』㌧ 1

　　　1人　　　2人　　　　　　　3人

1》二％㌧．　 険

イ入　．不明

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
ド い　ず

　　　　　　　　〆’ 1　　1・』・で1’臥

沖縄（618％）の順であ』り，、子ども数4人は逆に沖縄（23、9

％），岩手（7．3％），東京（1．6％）になる。．凍京、と岩手

は子ども数2人がもっ とも多い割合を示すが沖縄は3人

がもっと、も多ヤ》。1沖縄地区は子ども数3人以上が62％に

なぢており，，・、他の地区と比べて子、ども数が．多ヤ、：といえ

るb』なお』1子どもの数の平均人数をみるとつぎのように

なるらい1 　∫　ll 』「』ン ・一 1

　沖縄2．8人 』岩手、2．3人 粛京：2ほ人、1『一

　③育児担当者　育児を主に担当して沁る者についてみ

た結果が第18表であるδ￥中縄と東京で専ま母親が育児を担

当し1て腔るのが90％であるが，一』岩手地区では37％が祖母

の育児担当となうているぢ ・こ．れは家族形態と関連してい

るといえる5』 ’、 ．k 壕ピ．
、、ご、

」
1一』一 』㌧’ ン1』 1

　第18衷　育児の担当者』尻

・ず r沖総

ずヤ　 ド 　　 ギ
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　束京
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一
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岩手　　　　　　　　　　　　　　　　　o・5　　・

ン②子εも数，子ども数を地域別にみてみる・と第2図の

ように，llひと・り・う子は東京 （17』9％），＼岩手・〔13，6％）1』

　．迅 1』』 1』乙：＼』く弦　 　「r　jへ！ ・＝』1』で・汽♂1冒い！」』」’

　④家族の健康家族が健膿であるヵ￥、病気の人均1鳩為

か， 笈たき りの病人力映る、かにつ込て調皆趨・第5図に

示す通り，沖縄と東京は90％のもこのが家族揃ψて健康で

’あ多のに対．レ，岩手．で嫉7Q％弱にな窮・・病気を．も ゑもの

が3p％強 （内寝なき絵病人鉱％）1 、と高1率で1ある。シ祖父母

聖と・同居家族が多肱Y；ξ壷；関連ンした結果≧曳き須いよ二う。：忍中轡

と・束京で彰よI」 沖縄がより健康度が高恥之いえる6三二，・1・1

　第3図家族の健康　　　　　　　　　。い

　　　　0　　　　　　50　　　ち つ　ン100％　丸r・
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業よ㌧自営（・商工業β事務職，L専閏職ダ驚員ン運転手毫、職

人』 l販売え弔ザ嵐ビスめ6種別に集融もた」その結果は第

14歯溢あ｛る61父親の職業をみると5全般に惑務的職業が

多く，マ東京，疫沖縄は工位ずン岩手ぱ2位であみ6ぎ東京は

4516％：11沖縄28；り％，1岩手28得％悉東京は他の 2地区の

L6倍罷な。うており，一＝二・事務的職業が半ば近《 を古めて艶

る。つぎに多い職業は工員、運転手顕職人であ’り茜岩手

1と沖縄だほ；： 毒務職と近似の勿を古めているぎ．農林◎漁

業は岩手がi14．・1％，’1一沖組が1番4％，さ東燕．0・であり轟これ

に比『し自営煎商工業が岩手は沖縄の単数になお文お強；

沖縄平良市曽岩手の江刺市め地域差がみら恥るi：．二三つ

　　　　　　　　　　　　。⇔二llゾ》ヤノ・ ーこ二が．1 言識

、、、箏興 鰻轡靴，ヒ、凝…論．≦楓ニレ・

　　　　　　　　　　　　　　　　　　』岩乎〔
二，・』ll： i手．『こ父プ㍉、・』外二：織轟a、1べ、ミ、黛いξン母 ニン

を42％）ち．迂父親の意見シウ；中心殖な，獄も，の1はし7f乍ユ2％挺あ

る。，東京は他地域より母親の激見が多駕二一父親の意見が

少なくなっζζいるσ、岩手酒は東麻漁沖縄に此尽両親で話

：しあ、うがやや少なぐ“それだけ祖父母の意見に移痂して

猷毎1る齢また於祖父母同居家族だ砂／につシ》匡祖父母巾心の

もの、をみ1る7と1こ沖縄 1澄％，“岩手～5羅％σ束i京つ．噂あ玖‘

祖父母と同居家族の多ヤト岩手湾：も； 、祖父母が しρ けの中

心になるのは1ご賓少数廼あ3る匙》・え1るよε麟与賀二v参ぺ

。②しつけのタイ1ズヌ第6図に示す、旦）嶺8〉1の場面で母

親が）どのような態度をどるiか1叡4体罰を与える‘l　b強る

叱る；1舎c言レ、ぎカΣせる，氏d＝掬ξてお属芦無視する；　，畦斎

．どむの言レ、・分を・きい て応二じてや蚤‘ ’』lfまだそういう経験
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の合計はジ 岩手24．3％，1榊縄2L3％，． 東京20．5％であ

1り其束京は しつけにきrびしく△岩手はしつけが甘く， ？沖

縄がその中間にあるとい．う結果になっている。・さらにダ

シ「体罰」1だ、けについてみる1と，1この傾向は←層明らかに

なる蔚づぎの図は丁体嗣」・の割合を、1歳児を除き年齢別

に比較1し麗脇のである6どの地域も13歳児が、体罰・が多

1ぐ沿沖縄と東京は年齢が高くなるに従い体罰が減少二して
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大差がみられる。高校までと短大以上に大きく分ければ　　はなく，多少願位が入れ替る程度であり， 他の！項潤・は
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母親の学歴別比子どもへり教育を疹ると， 中学卒嬬　　．と・も 「人聞味4〉ある人」が第1位であるが，東享ではこ

子どもに受け させたい学歴と して高校までが32％，短大　　．れと同じくら）》「自分の才能を生かせる人」をあげ，

11・7％一大学25・7％で高校までが一番多く，高校卒の母・ 　「家族に思いやりのある人』が他地域より少ないのが特

は大学♂大物上を望むもの36・4％1天弊の母は56・1飾で鱗↑翻で噸とんど男蝉はないが・「自活

％と母ゐ学歴が高いほど子どもへ望む学歴が高くなって　　でぎる人』が男よ り女の子に多い；とが目立っている。

いる、 〆　　　　　　　 　1　1』、　　　　　　　男子の自活慮当然と考えられているからであろう。母の

　教育を受けさせる理由としては，地域別，男女別， 母　　学歴別にみると，中学卒の場合，「家庭を大切に，家族

の学歴別にみて，、・r本人の能力』r本人の希望」r敦養を　　』硯零“やり璽疹る人」が第1位になり，　r人間味のあう

身につける」が上位3位で大差はない。、地域別の東京，　　人恥が呂泣ζなって，高校，大学卒の母親と明らかな差

性別り女子が「季人の態ヵ」、より．「本人の希望」冷導 位・1　奪みせてヤ秘大学卒礎場含は「家族に思いやり』より

になっ繍り・軽別の蝉卒の騨r搬を那つけ 、吻鰹轡確かな人」が上解なり・他群との舞
る」』 1；位としているのが特後的であう。　　　　　　　 示レてレ、）るも （第23表）

第22表　教育を受けさせたい理由 第8隅　子どもとの同居希望

子どもの能力によりきめる

・』子どもの希望にJlりきめる

教養を身につけさせたい

社会生活のため必要． 、，、

学暉社会だボ今

親自身行きたくても行け融がら鳶が阜

経済上の理由から

皆が行くから

家業を考犀て

学歴は不要

人 数

29．9％

29‘9

22．1

耳0、4

、3』9

1．6

／1．0

0．5

0．5

0．2

1，049人

問暦したい　別層したい　　　　　考えていな恥・わからない　　その飽

騨｛∴ 3．4

③将来どんな人に育てた堕 叩の翠択肢（御）．

によっズ1将来ξんな人に塗ぢて醤しいがをたずねた。

集中している人問像は地域別，性別ド母の学歴別に大差

6．2

第23表　将来どんな人になってほしいか（5位まで）

人間味の 家族に思　自分の才
　　　　いやりの 能を生か
ある人　あ』る人 せる人

　　　　　　　　知識・経平凡な人皇き讃験の盤
　　　　　　　　な人

社会のた 　 弓
めにつく 本 ．黎
す人弓

地域別ロ

沖　　縄

1手

京

①27r6％◎・』1き．6

狛・8％④15．5

12611彩④9．5

③16．6
1817

　25．9

④　7．11

　6．2』1

　518

⑤ 5．9

19．8

13．7

　 ン、 ・　 　、

　〆1誼6人…5
、1、蕊9人1

ぐ』一r，納人く

、性㌃．別
1男’◎』輔③血5・②22・。

　　　　　 女　① 23，30④r15．3 ②一18．6

　　　　④10．3』㌧

⑤　8．15③15．5

』Φ 4・8』 ”5証人』

1廊人1

　　　　な母の職業
　　　 あ

じφ22．8％③16，4② 18．1⑤ 7，2

り①2712％◎1i．6②22』7⑤6．0
④12．5

③12．3

ゴ60人r

－4お人

　　ご　　　　　　　　　　』

の学歴

　宙学卒
　高校卒．

短大卒以上

③17．1％①21．0
28』3彩④13．1

30、6弩⑥4，2

②　18．4

22、2
　24．0

⑤　9．6

　4．9

④　11．0

13，3

　17．1 ④　6．5．

・　、　

228人
87〈

17人

一222一



内藤他：家庭の機能変化に伴う擾祉霧要貧児童の養育に関する総合的研究

　④将来子どもとの同居にっいて；・将来，』 子ζもが成人

したあと同居を希望するかセ；っいて調容た 。（第8図）。
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ものが岩手に多く， ：・「別居したヤ ・」 も1のが東京に多く・な

づているポ家族形態別で嫉核家族のものがF別居1を，：1

複合家族のも¢）が同居を多く望々でいる。一なお，、核家族

でも母子家庭のものは数嫁少ないが，．「別居」1・を望む蚤

の3人に対しド「同居」「は6人と借になって恥る。 、母の

・学歴では図に示すようにヂ低学暉のものほど同居を希望

、してレ、るじ』・ 1＝　　！　 ㌔

： 』〕
．　

　3）子どもの生活

　（1）遊び場U　．1』．　一 r、 1
、に

ン子どもの生活空間を「遊び場」で取り上げてみた。 自

宅の近所に「広い遊び場があ 番」11「せまいが遊び場があ

るコV「遊び場がない」の三分類で地域差をみるとつぎの

よう1になってい1る。　　　・一 一

『㌧こ” ．駈場1、欝駐』響ぞ『1』、母 ：、

二糊．．28・晦弩34斯．書3・移』ユqO・0％（387人）

岩手・37・嬬2缶吻』、38＝吻、㌔1qo・・％（342木）

束京　　70，5％、、．25、3％．、 4芦2％ 100～p％（呂7β人）

　 以上のように東京が自宅近くに広レ、遊び場が勘る とい

う答えが70％と多くなっており，・他地域の借になる。 ま

：た遊び場なしに至づては，他地域 40％弱であ、るのに対

・し，東京は僅かに叫％である。「これはレ1束京地区鱒団地

対象であったため，遊び場が確保されて転、ることが考え

られる。一方，「遊び場」を瀦どもの遊ぶ場所と考えず，

ブランコやすべり台などの遊具を備えたいいわゆる遊園

地を想定したため，沖縄、岩手に遊び場が少なくなって

トいるのであろう。、

二、if⑳子、どもの生活時間・

・子どもがどのような生活を、してい：るか1・時間的にヤ日

の生活を記入してもらち鵡 これによづて地域的な生活

の差を中心に検討 してみる。11

　①起床時間・就寝時間・夕食時間．

起床，就寝， を傘そ聾ぞれめ特聞殖つレ、頂態域訂な分

＝布差をみたものが第9図である。．L

、又砺特間曙騨一群＜・9・物子が・塒前嘩床
してヤ、るぜ沖縄と東京は類似しマ時頃起床ずる子参もぢ

とも多い。 就寝時間ゑみると，岩手がもうと も早1くド9

時離1隅抑騨曝．レてヤ’醒ごれに対1陳騨1』
76．2％し沖縄51％でありヂ沖縄の芋どもがむっとも齢寝

第9図そ 瀬どもの生活時間 七、

　　　　　　　．歌起床』時間｝

　　　％1’忌 1『” 』丁・1』－』1』1／r

　　　　10騎～
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　20 　．20　1　211　 』21　　　22　、　22．　

時　・時 ：・時㌧時　！時 ・時 時P1
　　　　　　出　　　　　　出 鑑半．　　、単 　　挙．　　　亭．

前　　　　　　　　　　　　以、
　　　　　　　　　

後1

時間がおそくなっている。　　　　　　　　　。ピ．．、

　夕食時間は東京が午後、6時半中心に集中し他地域より

夕食時間が早くなうてVNるるス6時半ま『でに汐食をするも

のは東京6L5％， 岩手4919％，，沖縄28，8％であり， 沖縄

のタ食時間が遅い時間に偏弓ているβ 束京蚤ヰ給料生活者

が殆んどであ窮・夕食時間が勢定しで早野と 審えあ れ

る5　　 　［ 　戸　　 1 111一、 L、1、一』．1・ぐ一rぎ、∫1』 界

　②外遊びと内遊び3外遊び，1、内遊びをそれぞれ1時間

未満，1時間から、1時間ごと．に、5時間以上ま・でと遊び時

間な しに分けて，一1子ξもの遊び時間をみたざ外遊び，1内

遊び，，1どちらも・1～3時間に集中してお・り1・’（60％内外）、
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各地域の遊び時間の大きな差はみられないひ外遊び欝内

遊びの全くないものはそれぞれ5％内外である。これを

平均時間で遜ると，外遊び，内遊びともに，卑享，沖縄，

岩手の塵嫉1棘の方力饗より約10分贈多くな
っている。．『∵

一

　　　　　　　沖縄　ン岩！羊　 棄・京

外遊び　　136．4分　　’13ま9分㍉　工43，3分

内遊び　　120．8　　　∬7，獣　　　132。5

　　　　　　　　　　　　　申、＼　③塾。けいこごと；塾糾ナ㌧・こ こど罷通う卑態をみた

が，その数は少な く，1沖縄摯人（臥剣窪≧渠岩手曼人（1，6

％）・棘56人（15・吻聴あっ準・卑京勲縄の倍・

岩手の10倍近くにならている。今回の東京地区は下町と

郊外の団地であったがピ都の他坤区を対象とすれば・こ

の数はさらに上回ると考えられる。

　4）小　　括
　岩手の江刺市は農村地区を合併した市であり，誘置工

魏獅くもつ・従？∫厭岡蝋父騨嶺工員・察

灘に郷し町確齢外、騨の弾献鵬で
麟懲都螂拍鵠聯戦工員1職人と紛
される。東京藏礁務職がもっとも多恥盛・ 母親が職業に従

事しているの畔手が8・櫛榊O圏鯨4・％と地

域差がみられた。

　家族形態では核家族力1東京（92％）・沖縄（75％）に

対し，岩手は非常に少なぐ（23％）地域的な差が明らか
　　　　　　　　　　　　　　　　　ずである。子ども数は沖縄が3人か4人が多惹1，他地域

（岩手2．3人，東京2．1人）、とかなり開きがある。

（2）畷の養鱗を頃即厳しさ力嚇ると諌

京軸っと繊しく・壁帳つとも甘い砂える・1

齢ら7劔で徳ど9繊も礪卿こ体騨多いル
つけ上気がか9趣齢繊昂．ヨ興子鞭の齢。
くせであ旦，．、2・位は油縄が食礁上の1乾蕎．、岩更が健康・

発育燗す幣モと速即姻蜘；蘭隆ことで洛
地域の特働鯵られる乙年齢雅みるξ港に識児に

気がかりな問題が多く，この年齢期の扱いにくさを示し

ている。

・、ぺ3） 、母親が どんな子どもに育えたい が峯 その理想像を

みるとヂ生位が 「元気でのびのびした子」，』づぎが．「思

！》：・やりのあ1る子コ、であり，地域別ヌ男女別∫・母の学歴別，

母め職業の有無別にみて二も同じ：であ・ケだ。一わが子に受け

・させだい激育程度にφいでは11…・中学までの・も のは全調査

対象者のうち，わずかに3名である。高校までとするも

めは岩手40％弱，』沖縄，！東京は1り％にも満たず，商校以

滋をのぞむ琢のが灰倒的に多い。男女差をみると，，女子

1は短弐と大学半たで1 i男子の大学の割合1とほぼ同じにな

　ろ捉醸る罰高校ま聴は男女差はみられな》・5 また，』母親

め学歴が高》、・ほど子どもの高学歴をのぞんでいる。一

わぎに，理想とする人間像一どんな人になろてほじ

いか←をみると， 、「人間味のある人」』、「自分の才能を

生かせる人」「家族に思いやりのある入」、’「自活できる

人」が上位になるが，「人間味のある人」が地域1牲‘1

職業の有無にかかわらず1位である。』』 1へ

』・将来，弓わが子と同居をのぞむものは，・岩手36％に対し

沖縄と東京鶴2％であり，・別居希望は東家32％沖織7

％，ン岩手19％であり，岩手が同居希望のもみが多いポ』ま

た現在三世代家族のものが核家族のものよ り同居をのぞ

んでおりi母の学歴別でほ高学歴ほど別居を希望するも

のが多い。対象者が乳幼児・学童ク）母親であり』将来み

同居・別居に対して切実感なく，半数近くが不明・・’まだ

きめかねるの回答であった。

　（4）子どもの生活をみると，起床時問は岩手がもφと

も早く・6時半までが70％，沖縄・東京は7時に集中して

レ、る。　就寝時間は9時就寝がもう・とも多い己　ご9時まで酔こ

就寝するものが岩手90％1東京76％1 沖縄51％で沖縄〃〉

子どもたちが遅くまで起きている。夕食は束京が 6時半
前後，岩手・沖縄は7時前後であり，俸給隼活者が多

、1マ騨をもたな噸多陳麟徴力主みられる・
、ド 1もの遊び時問は幽差な1く1・～3時町あり纏

麟騨びは約鞭耀継びの方が10分程麟
く1ならている。東京が広い遊び場があるという答えが多

いのに対し，沖縄・岩手はせまい遊び場もないと回答し

ている。：・これは子どもの遊び揚をいわゆる児童遊園とと

ちえられているかちであろう。塾やけいこご一とに通う も

．のはレ廉京は沖縄の2倍，岩手の10倍であ り各地域の差

が明らかである。

， 確．、母親の就労と保育需要

　：1）　母親の就労．と養育の実態』：㌧＝・

二（1）1就労と養育　　 ・ド
’　』 」i∫　・

　①母親の就労状況1さきに家庭環境のところで父母砂

職業について職種をみたが，二こ絶は母親の就労の状況

をみる乙 束京は常勤は他の二地域の半数であるが1溶一

、ト勤務，内職は逆に 2～3倍になっている。岩莱は家業

従事が30％で農業地区の特徴を示しくいる。 ズ第24衷）

、騨表 曜蹴獣況、、、

　　　　　　　パート毎日勤
めに出
ている・

　　　家業を家で内
で勤めr 伝っ・職して

ているているいる

・計・

軸縄r63，7胴、6・2、122・3．1、．、7帥96脚）昏

岩手1 54。7トー6181r』 3砿5・1副10…（3・1）〈

、［亟璽廻1蝉・5）糞

一一
24
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　母親の就労状況を家族形態別に対比すると核家族より
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すなわち，沖縄では・51歳児対象の保育所がないため↓1』

全員が幼稚園にいくことになちている5東京では核家族

世帯のため短時間の幼稚園では仕蛮をもつ．こと が不可能

であり，．保育所が増設され11保育所数が充足 トている単

毬であったともいえ為。幼聯園皆通う 5鐸児の母親は，

後に述べる母親と子ど勲帰締呼勢嫡なレ・ところ

から，母親が勤務時間あ短い職につい淀噺ると考え昏れ

紛岩手では3斯5歳どもに幼鯛に通舜撰曜内

解な晒レ函が・騨（鎌〉・：rバr働務り母細移
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子どもを預けている）にりいてみると第26表のよ協に舞

全体で7、5％乞その割合は少なぐなづているよ常動のも

め演もろとも多く」1L7％，づぎにr家業に従事するもの

3．5％rそあるy年齢別では 1歳児， 3歳児が 8，5％ ・5

歳児6』0％であるφ㍉地域別では沖縄12・2％1こ・東京5i5％∫・・

岩手4．4％と，￥中縄カミ他地域よ り二璽保育が多聾、ざ・1また

家族形態別猪みるとチ・㌧・土垂保育をiしてレトるものは核家族
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第11図母と子の帰宅時間の比較’
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　　　％　　　も
　　　　　　　よ
子どもと同時　　遅り

　　　　　　い　85．5％

第12図　子rどもの生活時尚

　　　　　　　起床 時間

％
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％
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6　 6 　7　　　7 　・　8

醤睾時撃 鍛
　　　　　　　後

母就労

一母無贈』

間に差があるかどうかをみた（第12図）。母親が就労して

いる場合，子どもの起床時間は6時半までに起きる子

47，7％であるが，就労していない母親の子どもは33，6％

である。就寝時間は仕亦をもつ母親の子どもは8時半ま

でに就寝するもの25，7％，仕泰をもたない母親の子ども・

4012％であり，かなり開きがみられる。9時半以後就寝：

するものは母親の就労家庭は27．6％でポ無職の母の家庭

18，6％であり，母の就労家庭の子は就寝時閥が遅くなっ

ている。夕食時間も一般の家庭が午後6時～7時（80勿〉

が殆んどでありi6時半までのものは56％と半ぱ以上で

あるがレ就労家庭では37％，7時半以後23％（一般家庭

8％）’と就労家庭が遅くなっている。つまり，母の就労』

家庭は子どもの生活時商は，起床が早く就寝が遅く睡眠

時間が短くなり盛夕食時間 も遅いということができる。

　e食礁・おやつの与え方

　子どもり食亦について，朝食をきちんと与えているか

を， 母親の就労の有無で比較をすると次のようになる5

三食き　時どき　朝食ぬr

ちんと　朝食を　きが多
与える　ぬく　い

計

17　17　18　18　19． 19　20

窩　 時時時．時 』時時
　単　』渠 〆 戸半以　』　　一　　』　　　　　1後

職業あり
1（常勤）

職業なし

79，8％16，8％・3，4％ 100．0％（411ム〉

86．5　11，8　　1．7　・ 100‘O％（356人〉

就寝時問
％

5σ

40

30

rlq

！

　　　z
　乙，■・
　ア　ノ

ノ1

！！

へ
、

、

『
　、
　、、

．、

　、、

19　エ9　20　20　21　21
22

窮 掌，墜 肇時 睾∫時 器 鐸」

半　以
　 後

　就労の母親の方が子どもの朝食をぬ く頻数が多くなウ

ている。朝食ぬきが多いものは職業のないものの 2倍に
なる。しかし職業をもたない撮親も， 朝食をぬくことが・

13．5％と1割以上を占めていることがわかる6

　食瑛を作る際心がけるこ亡では第13図のように1母ゆ

就労の有無にかかわらず「健康・栄養を考える』が大半

を占めi．つぎに「家族の好み』になっでい、る。。「「時問や

手間がかか らない』‘ は就労の母親の方が職業のない母親

の2倍になっているのが特徴的であるザ，∫、、

　子どもが食癖上の問題をもつ旭のを・ト職業の有無別巳
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第13図　調理の際心がけること　　　　　 暁』””

　母親無職　　　　　　　　　　母親就労

’　：』　　∫　手商がかからな鼻　　L』 　一一…』 』1

7％

鰍 1鱗…薇の筋
プ69％・・一』24％

与』問力fカ・からない

15％

　　、

貫慶揮 舞の燈
｝… ％』’　26％

轡博ぎ曝緊蜷ン
．鳶

　　　　蘭題ある問題ない ・無答 計

第14図 仕事をもらているために困る1こと，心配なこ．と

　　　げ塩斌㌧∵ 』』1
呂 一蹴

　　　　　　　芽どもとの技槻間憎窒い

職　　業　57．3％　39．0％　3，6％　10D．0％（4工5人）
（常勤） 　　　　　　　　　　　　、
駿業なし・47i2・　48』3　　4i4L∵ゴ10σ，0 』（360〈）

　　　　　　　　　　　　い
ベ　　 　　　　ペド

　職業をもっでいる母親の方が子1どもの食蛮上め問題を

もつものが多い。二つ以上の問題をもつ子もいるが，問

題争轡1⑳珈脚鋤㌔をみてみる。
‘

、，

，！1』般1灘1騰 茎負r知 1計 1

嘩痴勢曲21』多議言i舞多 ゑ．彩16談262）

職業なし23，3　23．5　29；5’1？11　 1．6、100二℃（187）

1雲弼でみ盗雰うに（『 有隙者㊤方炉問題数蕃多く・ひと

りの子がいく、つがの間題をもっせいることがわかる。職

靴鱒鞭が「倣」ゴー嘩び恥↓．、「4’食」獺の問

騨鱒、のに魅 織曝鱗聡創「脚嘩
び傘野」『り1鳴ζ塗方て裕麩1塚摩蔓融渦畢翠は干渉が多

ぐ食漆でも食の細い子を藺題匠じざ逆ビ母へめ愛情欲求

が満たされない子に多い「大食』の問題が働く母親に多

いこ堂をみ登寺す堺でき軌、洲』 1．∫∵1　、’

？餌癖塑題旅飽跳魏・i穐のよ［弧
職業をもち毎日出勤にかかわらず「母親が用意する』が

大部分であるが，無職の母親よりその割合が1Q％少な

い6 勲・ 碑難も⑱即塑霊f子融ヒ噸に切
寓ざせる』は無職め倍以上になちておりず乍子どもにお

やつを買わせる」ものも多くなっている。

　に』、、｝1 一1母が用意ずるll・子ど二もに餐り妥子どもに

　　　　　
．．． ．．．．．．

，ず

』

、．．墨登竺難．．．，　買麟せる

騨常勤・照吻舵絶燃・聯
　職業なし ∴　　　83．9［－ 　7．6　　　」』菖．5

、③就労ゆ輿め困る ；と ；就労してレ）うた蟄子．どもの餐

育の上で困逢 塁之，〉心配な；と侭？いてたずねたが岨．雪

乳2弛域別，』．．子ぎも啄）年齢別鷲比較．してみた（第14図）ゼ

乗ず言二、地塚別嬉みてみうず就労レて子どもの餐育に困る

霊と鶴票適q嬉幼％内外で沖細，・東京，一 岩手の順になづ

耳鱒浄g，養育rヒ閤うこ1と零歯づξも多いのは斉地填と1も’

解中好描の鍵がン〆
1・・．マ、r』轡勢＝．

』レうけ枷さ加・〆

・子どもの気掃力磁障なる

謄轡轡1

　　』 ご

撒が心配

病気あ幽紋やκ廓㌦

”興魯る轄蛇蟹違う．

即鰍勢・た、 ρ

薗轡経め転ホ婿庶ゴ㌧、

先生や池の媛と懸ず ド、マP

　ジ．、，’、 、轡響．

』畔鮎！煙鮮三，二

細喚病

囮5戴』囲シ戌

に「子どもとの接触時間が少な困・こどであり‘r岩手は

約60％鯨沖縄解卸鞭9つぎ壱こ争噂磐沖
縄，岩手が「留守中の子一ど適の様子がわかぢない〕一とと

でありレ 気東京は「病気の時みてやれな恥」にな、ってい

　　　　　　　　　　　　　　　　　　「しつけ

1力廼蔚曝搾滞蒐の栃1肋不細馳
地玉或よめ多く1二蓑だン獲掃i藁乳あ喪蒔面就労が、r子ども

との接触時間が少ない」という答えを多くしている。東

牽瞼脚範壌鐙稗鯉・騨時騨
！無’」こ嫡禦撃鞭熱二．三卿興や騨の彿
くゐ参加1ギ先1生ピ寂勧親ぞゐ話毛谷レ》ゐ少ないこと

を心配している親が多いのも特徴といえる。

蝶灘：欝鯉灘講蕩
く60％に達している。この他，1歳児に多いのは「病気

2脇鞭鍵甲3墜意、rヒ舛難鯵魑19％で
靭・一 吻年齢α2倍近終㌍駄》秘、鱗璽、咽
鷲1蝉四1二塑麺の轍夷購レ陸㍉それぞ
れの問題についても函る率はお1しなべて低》、。kぢ歳児演

調227一



日本総合愛育研究所紀要 第17集

他の年齢児より高い率のものは・「子どもの気持が不安定

になる』、こ 樋ある1が・それほど購姥とはし’えない・

臓児で蛸畑匙な携r蟹を桑囎紘ヤ・捕
急増し笑吟資すli年齢増加≧ともに間題淋多ぐなるものは

「留守中の子ξ趣り樺子がつかめな㌣型雫「勉強をみてや

れない」「事故め心配」であり，年齢分低いほど多くな

る問題1よ「病気の時みてやれない」、・葦と：であっ孝？

ζ2購の就労と獅職　f．、
Q麺髄砂脚の就労にづい∫1：獅幼児を・もづ母

親灘勲もつこ『 峨勲騨寿・熱ずねた・こ糖
地域別，家榛構成別，母4）職業め有無別1母の学歴別に

整理してみたのが第15図であるる

　地域別にみると東京49％．岩手48％β聯縄44％の順に

蹴が多く反対増なぐなっている11蛮勲の地鵬聾
成が44～49％と多1‘ ・反対が6～16饗少ない・しかし・

どちらともいえない割合が各地域40影内外でかなりの数

を占めている。家族構成別では後合家族の方が核家族よ

り職業肯定が多いが，顕著な差ではなく職業肯定40％台，
　　　　　　　　l　　　　　　　　　　　F
反対10％台で職業をもつこ、との賛成が多いのが明らかで

ある。母親の職業φ有無でみると，賛成は無職の母親33

％麟をも備州緋大差があ観1しかし反対はそ

れぞれ14％，11％で差がみられない6 gぎ1こ母親の学歴

別にみると’高学暉ほど職業をもづと≧に蜜成している
　　　　　　　　　　　　　　ンいやル　エロ
といえ，中学卒45％，商校卒44％短大卒以上57％であ

る。

1母親の就労賛成の理由は定（第15図門（2）），』地域別では

第15図一（2）母親就労の賛成理由』

　　　　吻　区■コ．目　□　■■1
・・

！離麓亘 馨槻広 窪妻饗窪騎

　　＼／　　　　／　　　　　・、　　　　　！

…｛∴ L2

／1C　i い ．　　　、・

瞳｛鮎

4，0

耳．4

』第15図一（D　母親の就労4）賛否　　　　　戸』’　い1

賛 成 反』

、第15図一（3）． 母親就労の反対理由

　　　　囮　囲　匡…ヨ』・ 【ニド■■■
　　、、穏欝・、嶽町　筆灘2・寮欝鵬鵜徹？

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　3．‘

騨｛∴ ‘．6　’

14・
　、

L6』■

　、

．きr1、5’、一

瑞』　，、

r家計の助け」r生活に張りができる」ほ1』沖縄F岩手，

束京め順であるが多　「母の視野が広ぐなる』ポ「午セ1もk

干渉しすぎない」は逆に東京1し碧手〆沖総の順｝こならて

い る乙』』『自由になるお金演λる」・｝ま全体に少な“が『地

域別には岩手示多』ぐ後合家族の特性を示サぷ沖縄まり東

京め方が高いのは購貿市場プ）影響が考亮られる。・家族梅
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成別にみれば，核家族は「視野が広くなる」「子どもへ

φ干渉が少なく参蕎」が寧令容肇よg条≦、琴って竪る軌、

麟の有綱輪蝉は1秘爽ずlr脚1広く松る奨
一「生活の張り』　「家計の助け〕ゐ順になってし㍉る。 学歴

加にみるとかな．りの違いがみられ』中学卒が，「家計の助・

　し：けj♪が多く1高学歴ではF視野が広ぐなる」が多いよ：甑

繍磯労を朗す碑曲繍姻÷1昇））呼ξ⑩猷
語参できない1が圧倒的に多く，地域、；＝家族構成，．職業1・’

の有無1母り学歴にかかわらず半ばを占めているふe 「母ll』・

癩篇翻識鷺犠灘濃1霧
家脚学酬轡騨歴磐騨墾落つてヤ’る㌧賊
騨摘そ聾券る」 に饗ては』繊塑なく詫置1

3峰ま中学卒・塚族繊鰻齢家脚葦多く・な？．羅鴨

る。母が就労することの反対理由は，職業の有無別に違・

恥はみられない。」』、2 11； ド1 ♂1

、」r 1　『』 r』、．ミi

　②3歳未満児の保育所入所について；3歳以下㊨小さ：

い子どもを蹄所噸瞳鰭禦㌧’て嘩勲騨か
をたずねた。、その結果は第16図のよ うになゐヱhる。．．地

域別では鯨ずるもの榊織岩ヂ鯨の題に賜
享零が岩手に多い虚核家族ξ穣合家族で地較す多 と，，・裡

俸卸麟賊騨尊些欝多くな、9：、艶ら璽
対ゆ 獄穆い・母の鎌の撫別では・鵬か賄
蕨者め方k養成が多ぐ1無戚めものは反対が多く啄づて

いる・母の学歴別に樋と笑』騨艸警！鰍飯群

鷺fは騨鯉町も鯵堺警神
酵い解鷲鱒所噸鍋こさ峨即馳はガ
L親則酌な生活ド2・学習r（いろいろなととが学べる〉・

鎖無嫉甑』5遊暢三：6・専門曝蘇7・その他

…灘俵ム（ま）疎箭入肋賛鯉断獄蝋
’：、イ■ 　　　　一、

第16図　保育所入所の賛否し

　　　　　r 箕戒

㌧　　　　　　　　 く1㌧、

　 反対　どちらどもいえをい

l

i』遍畿

，．『ll：し、．“、け

．4 32．o

2． お。3

の選択肢の1うち，「』L虐4に集中．してそれぞれ30％前後の

ものが保育所に預ける利点と、 レている6地域的にみる

と，東京が「規則的生活」と「自立上が多いのに比谷，5

他地域では斑巣習」，が多く奉ゑズいる。 母の学麗別では

高学歴が東京と同じ傾向を示している。母の職業の有無

でみると，、、職業を獣マもρが：「規則あ為生活」、。が多桑

’（46％）∫職業のないも のは2β％重あり，r学習」．は逆K

有職者26％，無職のもの42％になっているo家族構成饗

は「規則正しい生活」が11位噂核家族40％1，複合家族35

％と瓢ついで鯵塑 勇友轡㍉でき科複甥
族は「学習」となっている。

錬齢ヒ歴晦ど艇預ける一ことの麟理由砥襯

岱育／てる器き酒ある♪が50「）60％で第1 位，っぎ「規子

り鱒釧贈紳塘40～嬢～、そレ可桝も餅

r　　門

鵯』「ρ 　㌔ 隻『

きYl」、．　　　　一　い

窒書轡馨1嚢皐欝斗、癬力欄鞭』ズ 数
声亙〆とがよい・

rε〆‘・ r　　　 沖

し・蒐R　． 域1 1岩＼

ピ』ゾニ1㌔　　　　 東ト

一縄

1手

．京

・』①ち’ 34，2％◎・二3姥

②．
3al9％①’玉き4』7

①1
、53，3弩④∫ぐ，17’8

④＞i＆5

　　、②’孟4：111

＠ 容1泊、3

③28・g

㊨鱗9じ⑥一3恰／’1、

⑥染昼OP⑤、ββ 賢

⑤ 8．9⑥r7、8
　、　一 　　　　 い許

184人∫

121へ
σ4人

r一＼r㌧一 　　』核
家族梅成　　　　　複

・f’ミ し 4面％6磁6④し盛51②”きd』6 ・⑥』5し・一∫⑥』』1』§

』合 6し135』言％㊨焼も③ 5318’ ④・二含2，4 ＠1鼻が＠い2i2

255人・

　　　　　な母の職業　　　　　 あ

11

ε④⑳％①柔2・2＠12乞グ・φr2乞乞 ⑧｝幽6、姦
』りllQ』1．4う鰭璽、，、獅④24．41②3f♪エ

＠73
1㊧ 7⑨、

i64人’1

庵二筑』帝」．、

㊥1、癖累φ≠13蟹

、①』 乞6瑞③．響

、φ．扉，拶

③、2与泥．④、94・3』

④ll玖1・、動「：3L3

φ；3α㌧9 、曾．．卿．

㊥、 、5・．9

、

㊥㌧4・91｝

⑥、L6．⑤、柴5．4，』429人・、

㊧ 1拶，亥、＠ 翫9，靴
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第2了表一（2）保育所入所め反対理由．

：ミ 親が育て

：ある・r

　　親子の接るべきで　触が少な　　い

子 どもが
わいそ 病気の感

が心配
個性

が育たない

太　、数
■L

地　　　　域

沖

岩　　　手

、東　　　京』｝

縄』一◎』｝64』2％②43．1

① 50，7％②40．8

①
二52．※②47．2

③　12．8

　21，8

10，2

④
9i

⑥ 1．8

④ 2．8

　1．6

⑤　 L8

　一　1．6

109〈、．・．142人

2外

家族枇成
核　・　一φ》シ55，6％②45．3③ 11，9④ 3，7 ⑤1．6

　　　合　①　54，1％②　40．6　③
33，0r④

3．0　④　3，0
⑤　1．6

一

243人1

33人

母め 職 業』
な ∴し』◎、58．7彩②

44，エ③ 19，8⑥へ7 ④ 乞1

37，2　③18．6　④　？．1⑤　2ボ7
⑥

上41・

．9

143人
ゴ13人

母． の 学歴 』

中　学卒
校 二卒5

短大卒以上ξ1、．

①61，7％
』ll52．4％

』①IS53，8多

②36．7

　46．5

42．5

③ 21．7
　14．4

15．0

④　3，8

　2，7

　6，3

④　き．3

2ユ

2，5r

⑥　1．7

　1，6
バ　　＿　『　　　P

160人』

87人r
0人

　しドド　 　　　　　　　ヨ

わいそう」10～20％である。他に「悪｝・ことをおぽえ

る」∵「病気の感染」f個性が育たない」．が僅かの、ものに

あげられぐいる。・と』くに地域， 、学騰・家族構成などによ

る差はみられない。

③未熟労の母親の職業意識’まず・ 未就労の母親の職

業の経験の有無をみると，殆ん1どのものが経験をもち1

全く職業の経験のないものは10％内外である．各地域に

大きな差はみられず第28表一（1）のような割合となってい

る6

第28表一（1〉職業め経験の有無

約20％，東京10％，￥中縄8％で岩手がも6とも多ヤ、（第

29表）。

沖縄
．岩手

東京

1ない1［ある1無答』1、計

1L8％ 8・・6卜7・β…，・（1蝋〉

7・7 186・5 こ5・8i…1・（52人）

軌8186・6i317 1110・，・
（164人）

第28衷一（2）仕塵をやゆた時期

第29表　将来仕寧を持ちたいか「

／はいト・いえ悔州無 答1
計・

諭鰍蹴慧絆答 計
r・

劃辮園i：1：載
鯨ll1広812蘇814包61俳7 1』乞・12」1（ll8叉）

職梁をやめた時期に第路棄一（2）φよう．婚，各地域≧も
、

「出産」が多く， つぎに「結婚』になっ、ている。大差とは

い脚’が瀦婚にあたっ嘩に衷嗣ものは塩 沖
縄， 東京の順になっている5

現鶴就脚ていないが・将来嚇！こつきたい囎っ

て噂ものは・．麹麹よ う略繊と も6・％と多い割

合を示している。職業をむちたいと思わないものは岩手．

沖・ 縄『6・・4％1』ウ・612…1・L81（圭駅）

1岩手159・6r 19・211・151、9・β（1駅

、東・京1
59・・

1』 1L6！ 49・51 1・報lll史）

第30表将来仕事を持つ時の条件

　　講i護灘騨辮鞭熱牲評・・

棘12・・6132・・！4・11241129、915，2國（激1

将来，職業につくことの条件（第30表）としては，「適

当な仕察があれば」というものが多い。「家族の理解が

あれば』は，．複合家族り多い岩手が一番多く，沖総で醤

，「家族の理解』より「子どもの年齢によ、る」が多いのが

特徴的である。なお，　「保育園」 「学童保育」などの雄

設が充実すれば就労するとヤ・うものは少なく，東京，暑

手掬脚欄3％で婦・　　r』　弓
琴）　蜜間勤務と育児の実態

』ω　調査の手続きおよび対象r

』夜間傑育，1長時間保育の需要の実態を調査す るため
ごこヂ病院勤務夢看護婦他にづぴで1育児に関する筆態謁

査をお；なっ た。対象峠沖緯嫉沖縄県立宮古病院，国立1

療養所宮古南静園， 岩手は岩手県立江刺病院，束京は虎
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内藤他＝家庭の機能変化に伴う福祉需要と児童の養育に関する総合的研究

の門病院， 愛育病院の各病院であるづ各地域の年齢別対

象数はづぎの通りであるぢなお，年齢分布は施設全員で

ないため，各地域，各病院の傾向ではなヤ㌔

　第3f裳 年齢馴対象数1 ・r

　　、11・代i⑳栂3・飛1盤／賦1織Ir、詐．

沖副一1（5。ll）『（351夏）6劃1』兼8」1）lql。鑑

壁L二幽、1）1（正511）σ櫛
鯨1（5，1）1（3211）1（2811）（12．る（ 1、§）1ζ1911）1（i6。ll）

計1（1，1）（吾111）1（論6。ll）（3，1）1（1411）1（1。講）

』質間紙法による調査で秀り，． 質問項目にく付5〉セあ

ゑ。、

』（2） 寧族構虜　　∫『　㌧ r” 』Y，　　ピ
』梨

①回答者の配偶関係はつぎのよう になら《“る。

第32表配偶関俸 ワ ノ

』1子どもの年齢は一．＼0 歳から高校以上までに広がり，1乱乳

幼児1“1小学生をもつ母親が各地域とも多1く㌶職種がa養

育上の困難な問題をかかえているといえる占1・ぴ、』．．♪：・、

③家族♂ 鳳ノkl、．師、ン　㌔溶、1．1、1、、

　a　家族形態を祖父母との同居（三世代家族）、亡核家

族に分けるとつぎのようになる。

　　　　　　　　　　　　　い・
’しrP』

』 ．　ン訊’ 1く

騨表嫁嘩形翫昏／、i、：・11、、：〔三…磯．，．、

腋族1諜袋悔砺』卜計．、

蹴輝k412％1壌、孚 乱2・9 。．1卿（35人〉’

農潅1’亭91 マ％r鱒”？辱，1昇 卜，，・99』・
（73〈ン

束 京94・3％ 2』gl1 2・gl ・・…（35人）

楠騰1警瞳設
叢
嘩のよう慨騨が鮒が・獅悪脚嘩鰯る

ため岬翻紙曜布噸鱒凱、騨全体傭静
はない。一応未婚者も対象とし， 将来あ養育についての

鯛を脚欺轡舜噂魏得帥旗かづ褐
．解ぎも；麟群少て1．子ξもめ人魏み鯛

欄即入牛3人 岩手贈ん繭星手人麹轡
縄は29奪ザ全体の半数を占袴て諮り，㌔他地域より低年齢

であるのに子ども数が多い乏rいえる（第33衷一（1））。

第33…菱一（1）　子ど．も数

　　　　　　　　　　　　　　　コく　て　　
セヘ　ア

　東辮ま殆4ξ参核琴珠で挙9・：碑傘母教同暦のもり峠

3彩粥すぎない臥着郵鱒些尋∫岩手礪喜悔伶零族が鱒多

強で南り・、沖繹1韻0彩弦殖鶴？てい砺』砦敵

，bゼ夫の聯梁嫉？ぎ鱒歩す婁ラ1こ㌧、余鴛員粧もgと、も

多レン即駆の讐得耀鯉力聖準嘩叫麟聾
の職膝？いて粋為ダ東墓爆余替県。傘驚丹と婁最ぞ〉鞄で

ある・全姫し徐雌撚齢で靭ヒ牌断蜂
どもと接触できる熾業は会社員・教員を除いた16．8％で

あ多・、’［』⊃；： ろ』．』』じ』 同『．』艦

」辮罰表 戻の職業’」 　鋸　r守 ”」

り1麟1劉錐貴陶1野1職人1織1磁
綱1年7％

617

酬初13急論・ 一3・人

岩総3％1617・？1駈ケ1

じb玄 鋼3・可6q人

鯨1一％一『馴…31』H』÷ll慨
計15・9％1：跳・ 1雇5卜611’ン・171 2∫5－1‘71・・19人

岩趨9％國釧・7・41 、2・8騰矧1手，8〈

東京1絃8％副2駄51 8・81［1→ 微II・5人

第33表一（2）子どもの年齢分布

　1。歳11．夢13一夢1雀学隆学陛校魔1計一

沖縄
載・％ 2…261・136；61紳呵ゑ・1（111矧

撫 r≒6％・鑑・2歌41矧ヌ1・31刺 5・6（蹴』』

蜘・3％團手盆81瞳βb1β・5國（鵬－

　　　　　　　　i1』駁　15臼厄
1③一」動鍬離　　　　，、、，、

・1、鱒鋤務？徽勤務働激漉謝る≒め・ 晦
鱒府舛鞍鞍曝鞭晒塗ll鷲叢菟潮璽塾
よ蜂勲脚彰湊勲1摩夜勤は大俳讐塒から
塒まで威瀬難題q勲ら轍や時：ま喩あ
喬可．些勘月り平堵回数をみると，．肩に4回前後の準夜勤

1鷺拠噸鏑鰍吻、鰺轡
　　　　　　　　準夜勤∴・』．∵深夜勤　三．撒川ミ

沖縄
岩手
・東京

4．ぢ回

3．6

r4∋6

”413回

4．3

5．4

，鎖勤噸∵就労す多脚ξと※・賜と居脚み
距離や通勤に要する時間砥心身の負擦，に大ぎく影露を与
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える61各地域別に通勤に要する時問をみる乏， 沖縄では

98％が30分以内である。岩手は30分以内の．もの86％で，∴

東京では54％である。F東京では［1時間以上のものが17％

と他地域より著しく多くなっている。東京の15分以内の

ものには寮生活めものが含まれているら

第36表　通動時間

1－15分工6－3・㍗守副16逮’計”

欄1』6乱・％ド衷』9・r 2・11：・’÷1（激1

職しているものがおり，回数の偏差が大きい。．

　　　　　　　　沖．縄　岩r手　束 京
1

転職経験有・「1・　 4人　　　・17人1∴20人
』・

転職回数（平均）　L5回　　L9回 ；． 鰯回

、岩1【 手r勧％167｝71範 「塘1激1
、東』r窟t－3ナi・％16列2916詰151ケ1（ll曳1

④夜間勤務従事者φ馳幼児肇育φ宰態 1母親の勤務

中量子どもの養育をどうしているか，乳児および1～2

歳児を対象に実態をみ準。、』

1』第38表 母親動務中の子どもの養育

③勤務年数1勤続年数をみると，沖縄は5年以内で半

謡を占あ七いる占岩手はも年ん15年のものが約60％東

搬・緬敏紳し醜舶蓼レ・う診まり渚手
が勤続年数の長いものが多く必づぎほ東京であり，沖縄

渉一番短期閥になづ七いる。「これを通算年数でみると，

地域的には勤誘隼数と同『じ特薇がみられの岩手，・東京『

繍の魔轍帳く嫁唆　綿賭沸・煉
概難轍孕算轍碑鱗断脚蓼蟻
　　ドげ ドセヘず 　　　 　　　　　ド　ド 　　ヘ ア　ず　

　第37表一（D　勤務年数

』騨蠣覆勲奪犠計
　　　　　’％　　日中　8．156．810、8r5，418・910037
核家族夜問’ 6．5＿217　・・，8100 人

三世代日中　87，4　6・3　6・3　　一　　一10016
家族夜間100．0　一　　一　　一　・一100汰

1調・一516一・・111写5116釜。陽5陽卜群

、轡17冤146・512翫5図乳・1』一L遇

揖手幽帥9・・127“12乞♀國（鶏
刺、6％1紳3・＄11…1♀・＄・・9巨蝦男

・、第3薇一（2）通算年凱

棘1．25％1・33。31卿，81．5，61 5・61．2・71』 rl・（1甥

　　　　
　ペレノ セド い

1轍鮪郷飽ては』、聯轡煮贈輝23％ 岩手

43％，寒腿7影で塑・「湖轡辮傘者蝉算郵移年際が

短耕い葦けをこ転聯者も李蕉くな？ズy1・う。．転聯回教は岩

手と東京は平均がほぼ同じであるが，東京で時弓甲も転

第39表職業継続の醐’予

第38表に示すように三世代家族では日中，夜叩煮もに

殆んどが家族が養育している。核家族では保育園，磁場

保育の他に親戚・知人，保育ママに預けており，夜間は

大部分のもの・（87％）が家族の養育である。つまり，夫

鱗育脳って鴨と嘆肇・徽蜘人宅噸けるも
のが10，8％し’・るが職易保育は僅か2，7％である。

’⑤夜間勤務従礁者の職業と養育の意識3夜間勤務に従

凄するものの職業継続につ熔ての意識をしらべた。これ

を馨繍壁麟ものが鱒卸ある・別の職業席
じた軸餌・酵郷すぎない？また・醸糟勲
いものは禾婚者琴はなく，母婚者廷も5．6彩とわダがで

劾た・』酵ともにザ？ゆ鞭継脚孝い」峰中
して嫡力ll 輝のも似嘱儲吻こ郵参9型）
為・ 、r賜条件を躯灯r し幽く続けたレ）」 は輝
者の寿参多い。、それでも拶多申外であり，結婿言で！南

るいは出産までと述べている。

　母親が職業をもつことについ ては，賛成のもめが多きく，

坪対瞬儲に8％弱麟細嫡る6「昂らす騨
神い」が両毅も酌30物．うれ礁曝一（l！）・．：肇

成め理由は第40表一（1）’（マルチ向答」人数を10σ％とし

：ての各回答率）にみる撤之滅嬉者疎儲では騨

あり，既婚者の方に多いのは「家計の助け上 「子ども岱

の干渉がなくなる版騨儲の亨が条レ鴨「視

写　欝繍欝糠採初・舅難細 母

』母
嬬・・者L（4111）車．七71おド（71手）隔』葦）卜（七．慧）1レ論トそ4』15r（1認

、訴、囎』・煮．r134111』』1補1』誘1 ～2』き〉1』（％8）1∴（2き1おh諭r（・・謝
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野が広くなる」「自分の、自由になるお金が入る」・であるら

而者と適に「生活に張り ができ、る』、、 F視野が広ぐなる」、

が工、～2位を占めている。二母親が職業をも1っ、こ1とに反対

砂ものは既婚者にわずかにみられるが，その理由は，「子

どもの世話ができない』7名，「母親の負担が多い』』略

名，冒 家事がおろぞかになる」』3名 であり ズ、 r夫の世話

“第40衷』（2）』賛成理由昂　 ∫飴 悟’

　　　　　　　　　　　　　1　㌧一
　　「　　　　　　　　　1　r　『、

・’

第40表÷（1）母親就労につ㌧，Σての賛否』

醜酬縣盛劔 計
　￥　』1　［r、

麟者k幽1ど樹6認5〆デ ζ151～謝耀ll
麟煮1幽1ヒ㌧r8）1、1（満ll（一1811ξ7商llll6。1ε）

［’”へ≧ ｝
、　‘

一鷺魏・r 鰻野：濃躍
自分の『自由子 どもの過保

’になるお金：護干渉1しすヒぎ苧ぞのll他

が入る＿　がなくなる、
｝

滑膏卜：

．既1 婚、．者 、（讃）ノト （晶11．、宅（5認）1シ（2昂』・（1轟・1、、1 6，1レ』↓』認6ぷ』

未婚司（29．男）1．畑甑、（7愚
6

（25．0）

2
（8。3）

2

がおろそかになる」はゼロである乙 　　　　頭塁徽

⑥岬賜と蜘棚鵜御郷を舶ために子ξ
もめ養育上，菌るこ とや心配なことに第41表に示すよ う

航；，1鮮輝繍嚇叡勉妙御》る人がいないゼ

輝衆纏醜ど撃も砺勉播問脚勧焼
るゼこの他，1子どもξ接触時間参少な≦煙話やし？1ナが

奪趣鯛保旬飾間騨雄子どもを預って《
．れる所がなレ ・≧誘え， 誕幼児を適汐て夜間動務に従帯ず

矯恥がみ旗る・，、　、、』

　・第41表 困ること・多心配なごど

　　　　　　　　　「　　＝　 1　　

困ること心配なこと
』、遡もが繍磯邸』、．、

、、 、．子ξもξの接触時間少な恥

二．砂サや瞬がでぎ加・．

子どもめ気持が木安定になる’

　留守中の子どもめ様子わからない・

！保育所がない』 マ y
㌧＿

乱、保育時間が短がい ビ∵
、一 や学校の行瑚に行かれない鋲、な

嘱
、、ン

・．二衣動り時子豊蛮をみて1もら．う二木参曳とな硫’

乳躰弾塗頂やや魁〕 1』！ 1
』騨駒？・糟榊ゆ翅々勤：、1、
避勤時間がかがる㌧，、

F俸育料商琉．』、、　　　　　　、．、

　　。ヂ　　　㌧1㍉ ∬
1

第覗表1ナ夢要々麺輩レ琵、、．、

（8．8）
1　　24
　（100．0）’㌧

人数
、39、

17

10－

1』
c

・一

』6

14£

3
、9．

4受

　r，

要　　1’：な1‘＼1施＝・設＼’へ

　葎間保育。長畦間録實
・公立療腎所愉5》・’庶路訟1

児壷鎗づ学壷保育a∫の・『

職場傑育併 ・：：二・泌隔一

．育児休暇図1『』』、嘗斯うIF・∫

．病児保育ヅ∴≧；p』、ふミ、．，ノ、 、1

　保育料を安、く㍗．、、ン歯ご．、、

・謁舜図婁鱒○、』’
， ．．

　夜間診療の病院

』・興児鰍1、
組，’漂こン・・》

謡糾ン1鰍9鱒●紛、
ご3鯵糊の騨織、ご』』

r　．

L　’

・夫数
　　ペ　ヤヤ

　25
　ピいヤ
　18「

r ・15∴

　11』

1

－二4

　．2
　1 ；

一、、ン

1

　11

1要望する施設としては， 夜間保育，一 長！時間保育，一職場

保育所，』乳幼児を預る施設が多いが♪児童館薗学産保育

など学童の施設も望まれているず育児休暇がぼしいドヒ保

育料が高いなど施設ぺの要求・も出されている」病児保育

もそのひとつである。（第42表）。　　　　　　、導・iン

．3） ．小 ノ括　、㌧r』r1∴コ．r 』一 1帽1記

叉母親の就労状況は， 1地城の特性を示しP岩手は家業

∫（農業）』が30％を古めるぷ東京は他の地区よ リンく軟ト勤

務：’内職が多くならズいる6づ、ぐ二1 つン　1一

就労中の子どもの生活をみると桑・東京は保育所に預け

1る」ものカ～多く，気5歳児将『ま74％二（3歳児100％）訓幼稚園

26％である。 沖縄は15歳児は全員幼稚園であり謀岩手は

保育所55％， 『幼稚園45％矩相半ば：しているよ沖縄・・岩手

は，幼稚園の短時間保育でも家族・親戚あるいは地域で

子どもたちは守られている乏いえる♂子二どもの帰宅時間

．より母親の方がおそい二ものが80％であるこ：とでもうなづ

けるボ東京は母の帰宅の方がおそい．ものは14％にすぎな

いよ核家族のため1保育所に寄らて子ど1もを連れト冊洛

かンが←卜勤務1隻内職従凄の形を■とらているためであろ
’う｛一1写

』．

7一』』． 漕　　ζ1 1” 　』』’r1
」』 一『ンー ・嵩』ζ ∋1シt

1二1母親の就労は子どもの生活に影響をもたら・しll職業の

ない母親の家庭と比べ，子どもの起床時間は早ナく，七就寝

時間は遅くなづズ恥るよ従ろて睡眠時間は短が己くなり，

18分の差が出て窮るず汐食時間も18分遅《なむ声朝食を

抜ぐものが多 くなる。ボしか しi’・職業’をもたない家庭で．も

朝食抜きは14％ある6　．・ ・1L』1受 へご』ヌ』・ llじ ヒ　，昏．1、』コ
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　就労していて養育上問題になるこ とは，全体として子

ど酵の接触時陣1舛匹がr番多く・ 岩手では祖父

母とのしつけの不一致勅では子どもの病気の時保

育所の保責時問野毎かレ・芽？ぎに挙ザ5れてv・る。、

乳幼児をもつ母親の就労琴づいで， 賛成童見は職業を

もつもめめ方が5？％，無職の母33％であるが，反対饗あ

るとするものはいずれも10％内外である。3歳未満児を

保育所に預けることでは，有職者に賛成が多く，無駿者

に反対が多い。賛成の理由をみると， 東京と有職者に

「規瑚正しい生活」「子どもの目字」が多く挙げられ1

沖縄・岩手および無職者に「学習する』が挙げられてい

る◎ 　、

　未就労の母親も，職業の経験あるものが多く，結婚や

出産で退職しており，経験の全くないものは10％であ

るじ獄お，将来就職したヤ・ものは60％と♪職業を希望す

るもの淋多い◎

　③夜間勤務をもつものの育児の実態を調ざうため，

病障勤務の看護婦対象に調査した。1乍2燦¢）子に？い

て夜間勤務中の養育状況をみると，三世代家族では殆ん

どが祖母が子どもをみている。核家族では，日中は保育

所，1職場保育，親戚，知入，あるいは保育ママに預け，

夜は大部分が家庭で夫がみている。一日のうち，保育所

のあと親戚にというような二重，三重の保育をしてし～る

ものもある。

　鋤務状況は準夜勤（午後4時から12時まで）深夜勤

（午前0時から午前6時まで）がそ範ぞれ耳に4回前後

であり， 夜間勤務は月に8～10回，』つまり 3～4日に1
回はまわってくる。このような状況ではあるが勤続年数

をみると，工O年，、20年と長期の庵の多く，子育てをしな

がら職業を続けている こ』 が明らかである。また，現職

業への意識は強く，他の職に変りたいものは2％にすぎ

ないず乳幼児を育てながら職業を続けることには圧倒的

に支持者が多い。

、夜間鋤務に従富し，養育上多くの間題をかかえている

がチとくに困るのは子どもの病気の時である。預ける人

がなくレ看てやる人がなく，・ そして休みもとれない現状

である。この他，子どもとの接触が足りない，園や学校

の行蛮に出席できないことなどさ まざまある。そして，

長時間・夜間・病児保育，職場保育，乳児保育と保育へ

の儒要が多く出されている乙 二一ズに応 じた保育施設が

のぞまれるず．

　．5i 地域福祉の視点からみた児童養育

β地域における福祉は，その地域社会を構成している家

庭の機能の健全化をはかることであり， 地域社会の機能

はまた，家庭の機能の強化やサボートすることにもつな

がっているσ二この相互関連によって地域福祉の実体が創

り幽されるのである。 したがって，児童の養育上地域環

擁は，家庭環境の充実どとも に重要な環境でその対人コ

ミュニケ阿ショソの機会の如何による影響は大きいとい

える。・

本調査においてまず， 母親が現在居住している地域に

対する評価をみるために「将来もずマと住参たい≧母っ

ているか否か」を問うてみた結果は，第43表の如く地域

1萌特御が著し‘あらわれている。つまり自然環嶢に恵ま

れ，代々その土地に住みついている状況にある沖縄にお

いては64．9％，・同じ条件を も6ている岩手でも51．5％と

過半数を占めている。

第43表　将来の居住地ついて

　　　　地域別
　　　　　　　沖 縄 岩手東京　計r
来に対しで

，ずっと住みたいr6111％卜5119％1 鵬％卜 4翫

住みたくないr3到71計241劉1搾
謬たことがなi81111争llIhllrlllll

わかちない　』771・』918 」llll2111

N・A・1511141計2到 認r1

計　1111％1 、lll。11111。1・ 1濡

　それに比して，人口流動の著しい唇住条件の悪ヤ・軍京

で磧2L6％とその半数以下≧々 ？ている。「隼みたくな

い」とする回答は，逆の結果を示し，沖縄， 岩手では10

％以下であるのに比して東京峠そ㊨2倍場舞となってい

る。東京の揚合は，現居住地にはい1？ば腰掛的で多るこ

とがわかる。それはまた考えもせず「わからない440。1

％となっているのにも関連して居住地域の福祉を考える

余裕のないことを明示しているといえよう。したがって

東京での地域活動の育たなレ・状況をも恭 しているのであ

り，一それは児童養育上に地域住犀¢）鱒壌ζ して粧が1こ討

応するかの課題とも関連させて考え題ぱ塗らないg事

実，沖縄や岩手では，地域子ども会の組緯牛や1弛茸の

大人たちによる子ども会育成のための組織もづくられ，

活動も東京に比べて盛んである。、とくに岩手県では1小

中学校単位の福祉教育の展開が盛んに行われている。調

査地域区内の家族数及び子ども数は， 沖縄が最も多く，r

岩手では沖縄に照合してみても都会的現象がみられてき

ている。

　さらに，現在の居住地域にいつから住みついたかをみ

ると（第44表）これもまた明確な差が娼ている。「生ま

れたときから」とするも のは沖縄40．5％，岩手2δ．8％に
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第44表・現在地令の居住時期に？いて

現在地 1
地域別

沖縄岩ご手』’東 京・…計…

r篶れ轡か14111％r2611％1 、411％1』2撒

雛輌らll　Lilllr　 4i苔”r』ll’1 6『1『1

結搬紡7。、，1 2213』r511111鷹、㌃13111

殊詮控刷 瀦』2111－rも198」、71欝

lN，A。

計

込i望 ぼ11 』」甚卜 13！琴

1話1％／illlol’ 1器曾oほbl男

比し煉壁嵐晦罐奴少なレ1・麟性卿・こ
とを浮彫りにしていうゼ「結婚してから」というのほド

他地域から嫁ヤ》でき態蚤とを表わ している。「子どもが：

生熱ズか5」、とい独9瞭肺2碗蜷診4倍
燦蛎てし極こ曝う欺郷で1聯が識難

懲鵬鍵蒲1鷺欝轡郭姓∫児1

第45表　困らたときの相談相手の選択” （M，A』）

こ
4），ド．象庭児童相談の実態 F 』・『・：・ で

，

』
．r 、』1』、11

）塚庭児意相談劉よ昭和39年よりウ般家庭髄対策の強

化を嫁かるためをもぐ地域に密着した相謙室 ≧一1して昏地塚

の福祉箏務所に設置された。こ・沖縄の場合にす饗て返還後

の動きであるが，現時点では沖絹，、』岩手雇地域壱壁よ設醗

さ：れて矯るが，・束駅の場合礪｝ 設置されていない，．ri但し

39年前よ陰独自・し（単独事菜）rに家庭相談員を福祉事湊所

に設置 し愚おり・』二もの業務を含めて既に活動をレて、い斎

ζみられる至1な』1』：』・ 篤蓄耳ン・』　　』’、．・P．』l　r
．卜r

　昭和53年度の統計資料にょると （各地域ρ福祉事務所

事業報皆）件数はともかくζして狽談内容瞳，沖縄でに

第ユ位が非行で相談件数の60％を占め，1第2位に昼身障

害に関する もφ≧なう蓄いう，．岩手では罫 第1位が家庭

家族関係で相談件数の印％を占め， 第2位は学校生活出
ρ聞題で2Q％と1なって1瞭る6』なお岩手の場合，『1 昭租閃年

慶ま・での第エ位乏ま非行蒸あげられていたが， ）5耳年度よノリ

前述の結果となり，今段に筆っているゼ沖縄の場食は49年

度相談室の設置以来非行がトヅプで6ケ年問継続してや

る’盈ξ糖特徴的である品東京で賎 この狽談室が殺置さ

　　　・　r〔 　 乙rr 　 ．，
』一　　［ ㌧へ　 ■’

　　い　　　　　　　　，　　　・

　．』相談先
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れていないため，同列におい宅の比較は出来ないが，マ児

童相談室（公立及び民間を含めて）の傾向をみる と，・家

族関係，知能，言語に関して，学校生活に関するもの，

．非行， ．生活習慣の問題というよう1に広範なまた多様化ざ

れ』た 内容となって“る。

　』これらの実態に対して，地域での民生・児童委員の協

力参加は，沖縄，・岩手では非常に積極的そあるのに比し

て，東京の場合は低調であると言わざるをえない実惰で

ある。岩手の場合は，とくに学校教師との連携が比較的

メムース比行われているようである。一

　 2〉・困ったどきの相談相手

　，1「育児のごど上「子どものしづげや激育めこと』 「家

庭内のいざこざ」「病気・健康のこと』・と内つの場合の

相談相手にりレ～てめ回答結果は第45表に示すとおりであ

る。地域別にはそれほど著しい差はみられないのが特徴

　といえるか もしれない。しかし相談の内容によっては多

少め差ボ認められるずたとえぱr育児のこと⊥rしつけ，

教育のこと」ば父親つまり夫と相談するが 「家庭のいざ

　こざ』となると実家及び友人が多ぐなら亡いるポ育児の

　ことで東京の場合は友人が他の二地区に比して著しく高

　卒脅示トてy・る。岩手の場合は1，何塾の相談摂も也の二

　地区犀比して平均的に祖父母を相談相手としていること

が賊ら蛮る。これは離状欝うようが澱近の都

　布作現象の特徴として，近隣関係の希薄化が指摘されて

　いるがらこの結果によると団地セあることも影響してか，・

　子どもに関しての相談として健康， ま三し？けなどはジ他り

≒躯ど雌て近吻人々猷齢轡！こ痴でヤ’るみ
　癖無肖開レては，．病降炉過半獣躰上解塗ヴズ曳・る 斗とに

　当然りことであるが，r東京の場合に友人が24、0％にも達

　してV略ことは注目されよう計とれらのことから各地域昌

　爽通にいえることはチ児童相談所をはじめとする専門の

麟棚鱗融などは非常瞳較あるこ摩鞄
　蚤 育児ζ関じて転 健康の峯 と嬬閑当ても．、保健婦む

　存在があまりに浮彫りにされていない。こ沖縄では保健婦

　φ地域に爵ずる：活動が活発に皆われ七終多φに』子ど1も 1

ゆ縣種け鞍 されてい轡 つ却 ・．日蝉動麓

脚灘してい欲めに・r’繭て相舗手ど1区あげる

　1；．むが不自然なのかもしれな乾、φ地域に根ざした活動の

　成果と してこの結果に及んだもので評価されてよいのか
　コ1も・威ない．　 1… ㌧

押1騨腿健。鰍幣鰍鞘曝開に？いての
　　　 、住犀φ関心廣

　 11保健．・福祉施設に対する住民の関心はいかなるもので

麺う沁弔れを把騨融め煙戦鰍機隙つ
　いて知っ七いるか否かを問うより駕何が不足している

第46表　地域内関係施設忙対する住民の認知度1卜訊

　　　　　　　　　　　　　　　　（M，A，）「

地域め施設に
　 対する不足感

地域一・馴i訟

1保 健 所

蕪掌・ゴト剰
・13％』．1％“・、61琶霧

総合一，病院」、13111・1 2器1」器
診療所、ヂ医　　院． 認・』劃1』』12穿1一

福祉、事務所1。．劉一牛2．1

亮童相談所r 7劉1。馴6鷺
保育所・託児所1謂．1、131112511

幼 稚 園
21珪 ／，．83劉，3鶏

学 校 1盤、1 4．劃轟

児 ・童 館・ 12111／』・1611／1『・1器

戦保 育 所II 1鵬一レ7到 、㌧

蒜
公園，遊び腸、1薦／ 鵡．1卜2譜

乳 児 院 6矧 、4竃
8

養護施設12119191
219r

心身障害児施！設
5111

、4劉7秀

母 子 寮 6矧
311 ／二 ∫211・・

老人福福施 設
6111』1gll一

711

ぞ の 他レ。．劉3劉1，1

わから な』い．』2劉14馴備
N． A． 171114馴411

…1 か否かを問い・⑳認煙解力’めてみた・その結果力～

第嬢り微叫聯る・表によ靴r岬嘩醐畢
諏も多・く彰て鴨が凍京の易合騰師院に集蛙
　て魅・う結果が目立っ．ている。公隈，遊び場の不足をあ嘆

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ヨ　㌧えいるめは， 東京よりむしろ沖縄・岩手であり｝卑京頓

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　き　2倍強を尽している？そり不畢を感じている沖縄・岩手・1

　、東京φ三解域とも1・：「そめ地kずっと長く住みたい」と1

．し畑・脳の慢の殆んどになって㌧・る・子轟を蛭

　親の望みとしてとy》う御面で1ポ東京におy・ても「住桑

　 たく徐い』としている親セも40％強とな らている．沖

　縄，岩手地域は日常的に自然や緑に恵まれ，地域それ自

　』体が公園遊び場の要素を充分整えているように見られる

　、が，当該者からみれば，何らかの人工的整備がなされ獣

　ければと思っていることがわかる。また保育所につい｛

　みても，岩手がその不足感、認知度が低く，沖縄，東京
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の方に高’く な6ている。児童相談所につい1てみれぱ，．非

行率の高い沖縄に必要度が高く 17一 6％， 岩手10． 3％，！東

京は6、3％’ど低くなづている占』』これらの事項を母親の就

労状況とク・ロスしてみると11』医療施設に対する不足感は

融ぐ共通の結果を示しているが， 保育所に関し七は毎 日

勤めに出「てレ る親より／も，’バートで勤めている親に不足

度が高ぐ1尚関心度も強い5既に毎日動めて恥る場合は1

保育所入所可能な条件下にあり， 一パ斗トで勤めている母

親にその必要性が高く， 且強くあらわれている。 ㌧したが

ゐて学童保育，r児童館の必要性がド家業従事の母親内
職者に比較的要請の姿勢が強く出ている欲』『

　　　　　　　　　『穴ピ野：『 7』∵ゆ～‘’5苧でて：
、第4ア表　家の広さ、に対ナる実感

』・第48褒ひ子ども部屋の有無・11

．為都誰り擁＞で梱竃 魯i手隊園
あ　　　る．

　245’174　159　　　　　　　　　・ご59』8％

域7』2％ぐ42：0％
し　1な，’・、‘、、

－、“　・』F4す1ゴー’』139承1、＝r201　　　　　　　　　　

512　 5112　　’53’0

曜』一の冗笹 じ．る劉二 ま一1串思1

　　　　　一㌔一 ”2　一　　　　　一1　甘　 　2　’1
1耳・r』的汀

へ顕、、」0ヒ5 二 r峨・、二・．0・5ぐ

翫薫一・跳卜illlσ1渦1

・1、家屋の状況』1　1　　　2　　　・3・

　　　　　　　 沖　　 ．岩 、　 東』
・＜家砿き＞ 縄　手　京　、計！
漁』，』ま

、、

レ11、騰身1、、4驚露／』鵡露［1、磁

まあまあ砿糾5講

　 1いT1
rr

71

　　　　　　　 13』9

素5灘 rF5 11馴5畢茎r

』』 126・・1 7蒲、 190r＝
　34．一1　 　　1i8　　　16．4

』そ 』のr』 16』毒』－6：1』＾。1 1 D』
猛』

N・、
A・、『 ’。』1』・め』1 』孔。．昏ン 』。．逢∵

計 ・卜i31101卜ill％・一論 1卜：：16縄

二1とンくに児童館， 』遊び場に対する要求の強い雇は墨 』．何れ

の地域でも家の広さと関係があり 「せま》・」、一ど回答した

沖縄声東京の易合に不足感が高く示さ1れて範る。 但し

・！「まあまあの広さ■とい・う回答の中に物理的には狭い状

況の場合も含まれている5’また沖縄と東京の居住者では
・1』

感覚のちがい」i：もありヂ子どもにとちての差は大毒野

』と智えようよ次に子ども部屋の有無と照合して捧る亡斎

子二どめ部屋をもたない家庭の母親の回答に； ’児壷館〆遊

び揚の不足感を舞えるものが多い♂加えて，汽丹←トで働

・ら惹者A内職をもつ母親にその要請が強1く あらわれて蜷

る63学童保育にっいて・も然りという状況であるよ 第磐表

に褒れば｝ 沖縄：では子ども部屋の有る、ものが覧59：＝8％と

高ζ詳東京では住宅巫情・とも関係オ｛深㌔く 「ない』 と回答

ごした1ものが53、0％と高くな一6て矯るも：何れに1しても地域

内施設不足癖は・それぞ秒の生活輿感からのものが多鱒

ことを明示しているといえる。それは家計状況～照合し

《みても，1パ←『トで勤めズいる場合に大変苦し圃と1して

弊るものが1α3％あり，ジ 〕何とかやうていけると》、 う状態

の母親の希望も学童保育森児童館レ』、遊び楊を要求：してい

るので あるじ㌧『守：・いば・い　』：：』 、一い” ’七』 　環『’．．ヌ、1

，苓したがらて広義でどちえた必要度及び認知度とは言い

　　　　　　　　　　　　　　　　　・
1 汁

難いが親の側にたらてのものとβト子ども側にたらtめ要

求とヂその両者が併存1じているもめとみるこどができよ

う6』地域全体としての連帯による子零も中心め要求と1弘

ぞれに基いた社会資源・（地域内施設）『の認知度め高啓管

とが指摘できるのである♂｝rll・∵i：き』1∫1 ’．11、∫＾．’11ニニ、』：』rレ

』4）・L地域福祉老児童養育、』 』一1』「∫、〕6〆 1：ざ・‡ll、

，、 項で明らカ～になぢたよ うに1・ll地域社会資源乏・ぐに児

童養育に関遠 した施設11』機関の不足感〆認知度にあらわ

れたものは，1親の生活実感に直結した型の1ものが多鼻談

　近年コ．ミ嶺昌テ牙㍉ ケアに関する各地方自活体の施策

が推進．されてき文恥ることど考えあわせでド地域社会全

体で1地域児童の福祉活動に参加協力しでい く・王壌を創

診 出り こξが必要rどならま志ま1ヲぶ』 』』 二 ・二1二．肥．｛

β児童養育は‘llまさに家庭 ど地域社会との相互有機的な

連携の上にた 6て全う．されなけれぱならないよ児童に関

する福祉機関‘1ド施設，。鰯建医療に関する施設‘ ’および敦

育の領域との機能的役割分担を明確に し，地域め実状に

ぞく した餐育上の社会化が図ぢれることの必要性があろ

う。その意味から言えば岩手及び沖縄でほ1』1それな；りの

地騰嘩踏蔀て・繊騰鱒蜷無力i季う，晒
れる。とくに沖縄の場合は，本王疲帰後め妨ぎめ中匠，

『「本土に追いうけ説追い1こせ止と戦う意地にも似た地域

福祉関係者及び民生児童委員の意気込みに注粗される邸

保育所づく：り には施策止力を注ぎ言母親の就労の増加乏

あわせダ『f復帰後地域的に積極的動向が顕著1であkる麗岩

手嵩東京の保育所設匿数及び分布状況からみる乏岩手め

方が率『と＝しては高1く諮設置数ではその推移がilゴ田召和26年

を1として30年1，6，40年3，6，50年6．αとなぢ迄Uメるぷ

東京では30年L5，40年2．1，50年5“0造なぢ文おりβ岩

手のそれよ・り率どしては下まわぢて恥る6一但し束京の場

合は地域差カミ大き』く1』都’らでは滅少iし詠ご郊外地域では，」

高率を示していることがわかるよその点沖縄の場食は詠

昭和46年を1と・してみて概ね3rゲ年間㊨53年に二Lヤの率

を示’し，kその需要は，単き機能どしての保育所を求めて

いるこどがわがりレ1これは岩手ど同傾向を示している。1
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、、日本総合愛育研究所紀要一　 、第17集1

東京の場合は保育縮要の多様化に よる複数機能が求めら

櫓争肺脚の騨灘嘩即多祥化駄晒
獅る・・レ轡僻繊京めたどづた轡塊
速にその保育需要の多様化現象が予測されよう。

1雌相談吻総数鮒件数を児童人咄セ羅岩手

72禅京眠沸細9嫡う揖数蟄ても瑠の脚醸
付1才られるように韓癩嘩近似している身かし地

域鯵瞭触ら巡回騨り嫉度におい’ては・鯨
・・q還手賊沸融鱒’う鯨との類輿曙手と
の近似をみる ことができる，沖縄は今後にむけての変数

の大きさを指向しているのではないかと思われ．るか

rいずれにしても生活展開上，、一児童をめぐる身近かな間

題を地域社会の中で解決しよう≧．する意機の変革及びそ

の体制を創 ワ眉していく必要がある緩加えて∫ ．ある峠定

の地域社会（小地域祉会単位） 内での相談機能のシステ

ム化をはかることが，家庭の機能の変化によってもたら

される児童養育」ヒの賭問題を亦前セニ解決廼きるこrとに関

連すると》・えようづ いわば予防的ゴ』囲発的対応が可能ど

なる。』また家族関係病理現象昏の早期対応と，家庭機能

強化の対応策の確立へのアブロ甲チが望まれる。

民の居住定普化とともに，ゴ児童養育上の拠点と、して

の地域社会づくりも必要であり．1 。地域社会という場が，』1

児童にとって日常的生活欲求充足の場となるような住民

相互商の調整と配慮が必要であるゼ1家庭の機能の問いな

お し、と と もに，社会の児童の健全育成に果す役割機能を

明示していヌことの意味は大きヤお、児童の発達に応じた

生活園の拡大，登富な体験学習の機会を提供できうる地

域の条件整備こそ，家庭機能の変化に伴なrう福祉需要に

対応できる状況づくりとなりえよ．う。．』己．

W，総括およぴ提言』

』以上，1lL児童の養育と身体発育．ラ健康状態i』．2ご食生活

の実態と栄養摂取状況，』3．母親の養育態度と児童の生活

の実態，n街母親の就労と保育裾要，t5二鞄域福祉の視点か

らみた児童養育の五項にっいて，．調査の結果をまとめ，

各項で考察をおこなった。 こ．こで本調査結果および現地

における地域有識者との面接調査を通して総括するとつ

ぎの・ようになる61，1〆、㌧ 　 r』11，1｝．r、＼r

、1）、 家庭機能の変化』』△　、．、

ゼ 家族形態をみる亡鉱核家族が各地域とrも年ごとに増加

してい．るが獣核家族の率は東京 （団地）92％1沖縄（平

良市）と75％に対1し∫、 岩手：（江刺市）は23％と三世代家族

が多く．なづて肋るじ』沖縄は子ども数が多く3～4人のも

のが最も多鵡、さ岩手は2紬3人1． 來京は工～2人に集中

している5母親が 職業に従事しているτものは岩手80％

強，．沖縄60％ヂ東京40％である。 沖縄では結婚後も職業

をもつこと，1そのために資格をもつことは結婚の好条件

にもな6ているず日本の高度経済成長の時期から ます』ま

す母の就労が多く なり，』核家族も増加している6岩手で

は1 農業の機械化1 市の誘置工場進出などにより、， 家族

中で農業という形態から，現在は祖父母が農業 に従寧

しずで父母は亦務職， 1工員として働くものが殆んどであ

る。東京を含め，各地と．も，．現在職業を．もたない母親も

就労への意欲をもつものが多い。現在の核家族の育児，

母親の就労と育児の問題は， 今後増輻されてい1くと考え

なければならないら

　2）子どもの発育と壁庫犠聾，

．魏で卿察に納て概し奪下1旨肪磁都よ く・

栄養状態1ま良好で健康で明るい子どもたちである結果を

碍た1身体濁定でも発育は大きな地域差曝為5れ、な炉っ

た。1しかし，血色素量巳おいて嫉岩手琴問題鱒のもQ歩

暁飾グた諌京吻体蛸衝皿色轍と も噸型
《》1～た。う歯罹患率は輔縄81％』岩手74％ど高率であ1づ

た・・う齢騨し畑晦騨騰少なく灘雛のた
め雌姻輿あ砕と・1糊のう歯を鞍しなくて
も鼻とヤ・獺念，（撫誰嫁族⑫い岩手）施治

療レてい参い蕩と遡危か燃至た・ その 切な鱒お

斑灘糖易にす翻策塑琳れる・
　3）子どもφ食事と栄養

1 母親たちが養育上子どもについで困ることでは食事に

関する問題がもづども多かったみしか：し，美際には家族

が揃っ て夕食を食べられなレき，母親の職業の有無にかが

わらず朝食を抜》）ている11イシスタソ1ト食晶が多いド甘

いもの； ジ昌〔スなどのおやつを好き放題に与えるなど

食生活に対するおとなの姿勢にも問題は多い。なおの岩

手では貧血児が保育所児よ り幼稚園児に倍以上みられた

ことは，r 育所給食が子どもの栄養に大きな役割を果し

ているといえよう。、またう｝般家庭，「、あるいは母が就労

・しながら幼稚園に通わせている子ξもたちの昼食やおや

つがおろそかにされていると、もいえるる一現代の子どもが

骨折が多ぐ， ．ひよわであるといわれる要因の噌つも食蛮

にある。 将来の日本をになう子どもたちの身体づく りの

基礎と：して，．幼稚園，保育所，・保健所などによる家庭の

食生活の指導の必要を痛感する。：1旨：一』・ヒ

　 4）r ，1母親の養育意熾 　　 r』・「』

』母親の子ど：もの理想像は’「元気でのびのびした1思い

や．りのある子」・に集中し，地域差，・学歴差， 子どもの性

別による差はみられない5また1｝将来の理想の人間像も

　「人間味のある人』が各地域，子どもの性別の差がなく

　1位に挙げられているらつまり，r日本中の母親が男の子，
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’女の子にかかわらず「のびのびとした元気な子で将来は

父間味のある人間になっでほ．しいふと願づていること）に

輪1冗方・し1摘務繍魚薩ず畜軸瑠賊いって

よで・』現輿騨識争輪蝉戦争蔭こ予ξ陣轡こ

難い襯塵ちであ多識鯉御袖転』・理想φ燗

僻既画繍翻ん輝る蜘こ対し嘩睾体の

：讐1として灘し櫓鋼踊ξレて庫黛雑蜘策
惣関連！ご勘て取弊騨とカ1瀕である軌 …i
i電） 母親の就労と、保育需要の多様化　 　　』’…1

i、

母親の就労は子どもの生活に影響を与え，．子ど むの睡
コ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　　　　　　　　　　ヨ

騨間が齢ぐなり潮食搬くことも釈鹸∫い
畜gご束京では子どもを保育所殖預けせ就労するも．φが大

－部分であるが，岩手， 沸縄では幼稚園に預け淀キ 、るもの

⑨榊脚ま4鰻で鮪所磁妄輝幼稚
園り碗とらてい多・幼稚騨宅卿家脚纐・知人
参育ててヤ・う。 r方，』沖輝1』岩手ζ吟に保帝所詩機児に

・は親の集団教育の要望から保育所を望むものが禽まれて

｝いる。ピめ数は沖縄では待機児如0名の半数乏盤許され

’ている。

　夜間動務をもつ母親について看護妬を対象1こみる乏，

準夜勤（午後4時～午前0時ソと深探勤（午前1蔓時窪午

’前9時）がそれぞれ月’k8～10回で3＝～4日に』日夜勤

の勤務状況である。子どもの養育は日中は家族，保育所

あるいは保育ママに預け，夜は六部分塚庭でみてセ・逢。

三世代家族では祖母，・核家族では夫がその担当者であ

る．一助うち，儲所か顧爺媛し嫁庭と，二

：重三堅g保育登してヤ・るも啄）も南号。 F、そレ忽．切実な訴

えとして長時間・・夜問 。病児保育，・職場保育，・乳児保育，

’学童保育の要望が出されている。また沖縄の平良市では

接客業の母親摩ちのための夜間保育の施設が子～もの実

状からみて必要である一との意見が出された5・

　以上のタうに保商露要は多様化してきており．1地域の

’黙・ 聖ズ剛応したき，め轡味育鰍嘩進狸
まれる6

6）地域福祉と児蕪育

　現在居住している地域に将来も住みたいと思ろものは

沖縄・岩手ともに過半数を 占めているが東京は2割強で

ある。また東京は居住地域で育ったもの5％弱で殆ん輩
　　　　　　　　　　　　　　　　　　1．．一．一 』曹．1－1

が結婚後移り住んでおり〆子どもが生二まれてがらの．郵．⑳

　　　　　　　　　　　　　　　　　　l　　　　r・も廻半数を占めて恥う・．，束京は地域へり牢穣畢がなぐγi

醐暢初よう噸穂伽地驕動｛育灰ぐいこ
とカ§明・ら力渚こされた。

　　　　　　　　　　　　りPモー～・ンドr＝、　』一rr〕　

　地域内県解‘徳糞蓼係躯翠に艦ヨて住民2怨足璋書み

ると，東京は総合病院に集市じ歌 ，瀬輝農岩手で1は蚕圏f

濁揮鯨魏麩謝蜘萄姜禰輝僻置さ
れた児童遊園の石定盛ξ考え5脚蒼。児牽相諌所曝じめ

専門φ相灘関咽しτ嬬稠ずる も、曝騨飾
り準れ鱗即諏幣低く・従って充実への欲求に
まで恥たっていないといえる。しかし，沖縄の保健婦の

活動』岩手の福祉的活動は日常的仁浸透しておゆ，にその

た砂に改砂て相談機関蔦じで承識遷姦ないξ》・う ご芝も

考えられる。保育所に開翌て曝控一 ト勤移ダ〉窺皆不厚度

が強くあらわれト保育所入所困難な状態把あることがう

か掬れ！ 学鯵育岨雌塵講麟懲の母親
内職者に強く出ている5r一…

　．児童養育ほ“』』家庭と地域社会との相互の有機的な連携

の上にたって全うされる蟹きである。地域6児童を地域

社会で鷲してい億識購㌶）～く控』鵬1繊あ

実態，家庭機能の変化に伴う福祉櫓要への対応策が確立

されなければならない5

今回・卿拠噸街，雅懲育！’峰各鰍嘩
合的な研究を行った。子ども・のう歯ひとつをとってみて

もヒ母親の獺簾礁どもの儲請販ざ雛騒いる食
品類，・ 医療機関の状況一ど，児牽をζ．りまく環塊すべ宅

　　　　　　　　　　　　　　ロ　　　　　　　　　　ド　りほ　もにわたっている。個々の調査窓噴現象画レカ｝把躍酒きな

かったであろう。 、地猟会全体で児童の健全膏成をはか

るためには，諸機関のジ翼与云花奉要莱されおめは当然

である。児童養育めための壌域診断を行い，地域め実状

に対応した福祉施策のために購．、緯食的研窪奎稼揮駒些

すすめていく必要があろう。一』』P＝　　・’∫∵べ・＝

　　　　　（　　　　　　　　　　　｝　　二　〕

本研知む
である。

㌧

壕タ財邸硝鋤成傘をう 1埋 行？描ρ1

　　　　）．

■　耳　．
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．目
　　　　　　　　　　　　　　　　　r　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　■

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・　　　　　 　　■　　　　 　　　　　　　　　　　　　r　　r　　　　　　 　　　　　　　　r　　　　』』

　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　’　母競の児童養育に関ナる講査
　　　　　　　　

　　　　　　　　”　　　　　　　　　　　　　　　　　　「　　　 　　　』　　　　　　’　　　　　　　　　　　　 　・　F　

　　　　　　　　　　　　　　

『聯仁仁幅』一粛・［二二ニコ婦口塵1
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　母題て堰い鳩合職晒く　　　》を紀入して下名い

〔1）融たoけ2鷹ついて勉強し郵

一篇憶離駆噌ワ鷺
　　　　 名　　　　　　　　　　　　　　　　　　別　　　　属

　　　　欺衛ナる喚ΦKCのを甥下下さい r　　　l　　－　rr
　　　｛鞭蝋閉晒㎞　　　②耽がφ，た　　七れはどん凌協でし傾

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Lかくみ溺6物星： 2直圧9異露
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　a錘蝦卯醇2 4 蚊“

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ε七り亀（・、．

　　　、留，ま撫鵯皇臨“，・讃義，⑤縄磐墾』の 解分

　　㊥切好髄興ち栖偶錬賭つ呵耽伽ロち
　　　　　1，砿だけ　　a瓢と入エ条興と隔刀　　aA訟ズ ・否物隅（” 　》

　　　　　　　↓　　　　　　　　↓
　　　　　（　　か月豊て） （　　か月2で）　　　　　　　　　　　　　　　．

、ρr惣糠轡驚つ膿篇真ぜ1、鼠吻気雌ちであ．た

　　　　　　　　　　　　　　ξん摺　　てしえか　　　　　　　　　　で　 か

第工7集

④戯の燗（い画に住ん幅塊ち）kついて航ずねし皇ナ乙・　 シ』1解

　　　　　餐購馨瓢艦貿慌雛緊飢磐 解興久ど）郷解

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　躍難あたる人o寓KO印娩けて7亙野』

1ノ．幽衿雛欝盤縫騒は囎騨期q・aaoいずれ餌9鋤・

L鶴嘆

L健娠

L餓虞

L弛質

且．’

壊

a颯く暫》　箕り允亀 身

a闘気く弱）　歌ね熊匙，

a“気く弱》　歌ねた亀，

　　　　　　 歌ね虎1ウ

a“気（弱》9鎮鳩り

2病気く弱）　aね窺』ウ

2舩〔弱∫ a島丸魯う

「次の鱒のφの贋島するものの欝号を黙して丁き馬

’〆　　　　む

1．Ω糠二』

a　o営・斎工飛．

a那猟く会睦凡公防飛なξ）
4 尋鰍（脳、謬閃9姻など）

s訊　運藍・筋厭人

α鵬ラ響ビ穣く魁層努マ冥・鯉姥）

τその地く　　　　　　　　　ン

a鳳義　　　　　　　　　　ヤ・　’

　　5》こO好騒の版K飾て欲ずねし！も践自ナ破肱Oの馴ぐ寧㍗二：
　　　　　L茜（噴をした，置ダ層ゼアいPた皇一巳轟甲ヒ晶一い，肉レアる．　a二く鮎を出ナ

　　　　　ご二仮艇臥む』蘇儲峡ける ＆の朝㈹い厩）雌樋

　　　　 “モ。笹（、・ 　 ・戸～ 　　、

⑨驚霧謙瓢㍑轡6ウ激．が蠣．、．・

　　　　、隻憩黙も。はない　 “鱒～r』1』’ 1 』≧』’』

し　＊ 傭がかう鵬麟刀㎝欄をO鰍梱⑧の；卿
　　　　＊、霧み込みのハ閣か予伝い呑ん．禦収O人塗ど師蠕している人ば全陥記入し《、下さ勢○

　⑤赫畑魍の織肋吋搬漁し蛉。
　　．” 広㈹恥てはξの轡岬て帰
　　　　　　　翫』駅い　　　・2　嘆ら喪めの広さ　　　　a広h　　　　　　　　　　．㍉

　　　　　　　｛　モの地（　　　　　　 　 》

　　　
2）総も倣めの㎜㈹以齢

　　　　　　　L鱒　　　灸，騨　．　a雪り灼く、1　　 ▽1　ぢ　卦2

㊥震ニニ欄慧塩驚弊臥轡や轡嚇轡5
　　　　　1・乗と畦膨　　2｛畔o艶て棚中・　 a受怜辱魏由て恥中
　　　　　ζ触雌　　・ 甲ε

死湧 　　　　　＆モO甑　　・ 　　1r 　）

　　　2）L）o悶∫2a偲G鮮qpを閉筋壁解ねレ勅．｛o輿、馳瞬ψ猷鍼か
　　　　も貿塗・ 　、〔顛
　　 3） 七〇出縛蒋5んk誠化がみら属1したか

こ．1：∴L 頼臨み陣なかグ乏

i2齢備或rど舛郷礼跡

④O痴闘轍にっらて峨ナねはナ。

　　　　　琳甥しい　　矧とかや・畑鵬　 ま勿Oゆξ購る

　　　　　4｛塗シゆとウ炉じる　　　乳モo惣く　　　　　　　　　　　　）

㊥編練脳う廊的似切だと尋い2煽次。幅」つ趨O即と州下費～

　　　　　L負び．乗餓に気を配る　　　　　a閣眠を†分にとる

　　　　　a病気のA艦近づゆない　　　　　 4灘び置Aポー7錐力づくウ

　　　　　眠猫摯口をナること　　　　　　低触的K憩診蓑驚，りる

　　　　　7，鼠い項纂を整亀る　　　　　　aその蝕ζ　　　　　　　　　　　　 ）

　　　　　乱“に亀い　　　　　　　監αわからない

⑨好筋棚鄭塗峨煉一細るζと胴討か，．次併鮪一つ鰐○和鱒りて鴨い・

1，樵映ナる人がい塗い

a仕亭を体ま塗砂ればなら塗い

5隠蟹嚢が嵩い

7，◎5にmることはな恥

a　凧o子をみてくねる描h塗い

4脇診蜥が近（K象恥

“。鋳

aわからない

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　． A2藍
r⑩ζ家族O禽事についてレ允ナねし，ナ・

　、1）家誤o零“鱒る噂k解考獅磯にど夕嬉タ質か，、　＿．、レ、づ、ノ1・＝

　　　　　1澱欄轡ら凌い ・懲㌘・ 、轡？嬰㌧・．？

　　2）撚蝋，て禽5じコナか　　　　　　　・』　「　’i』マ11♪』Σ． rこi

　　Ul轍一L蝋・て武ぺる　獣鉢恥て貞ぺる　諏鰯K索万
　　の舛＿L姐矯ウて幣る．a辮悔て郎る臓鵬幽厳ぺる∫ざ、汽

頃9　ひ子窃んの氏串ゆぢえ方K伽《レたずねし！ナ

　　D貞事は 　　　　　　　　　　　』　 　
」1

ヘィ1ン

　　　　　L三氏きちAとタ冬る 　　　a岬ん賜衰捷2gことがうる　、　氏砺武銭匙が多喚ニシ

　　2》禽聯の耀は
　　　　　1．．穴体喧している　　　 aβに濫，て鴇，　　　　a子どら雌夏承した瞼K’5え』

　　・3）　 衰■図屈

　　4）衰串K臨組炉わる矯合ど）し重丁か　　　　　　　　　　　　　　　　　　　R』P♪》卜・1

　　　uゆ母き纏㈱＝　　　　　一 『　 一』』二．》』』塁 1熱舞r む
　　　　　　匹・融叩勲工僧る　興び乏肝どらの螂鱗即層　　．∫
　　　　　　a艀k例らし五》、　　　　 4モの画 く　　　　　．　． プ

；・
’・ 胤Ψ

』鱒懲く 2五《いいぎかぜる ・二・レ

　　　　　　a叱，此シ匙ひしくしつりる　　↓セの灼く　　　　　　　　　　　）

〔a，“物』5えカKついてむ丸ずねし嚢ナ

　監》むや，偶閃は

　　　　　1・大搾遭覧ている　　　　a日に工って違，　　　　歌子どもカ＝蛭承した叫にイ5える

　の　，や，は監Kどうしてい2ナか

　　　　　1．◎題が川慰ナる

　　　　　a子どもが印由K好恵ならoを取レ出ナ

　　　　　鰹ど欄山K廟る1乳一臼の鰍匙めている□円

　　　　　　　　　　　　　　　　　　b斡に＆めてい亀い
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勺
、

、

内藤他
家庭の機能変化に伴う福祉需要と児童ゐ養青匠関する総合的研究

・濾3ン

轡露1の生灘舌どΦ論懲校拶を饗1響1　⑪響までの時問を槻謄・

　　　　⑤脚鱒遊び、，⑦夕食＝＝．、、⑨塾・けい頃、・鮮童儲鰍寝　圭一一一…一一・一
　　　　　　午前

記入例

　　午前㌔

前時1一・21
3，，4♪5一 一9

『一

！ 講潔i手㍉ ご孫．餐、ド齢博’面
・』・・

軌1・
④　③　φ　⑨

．蘇憧．・』∴・墜1

　　　　T、　』　』　一
　　一　一　　　　　　㌧

　『絶　　』
べ1

ビ・ 麺、” 午嚢・213
4．5、、6∴』．1』1、ぎ、拓　1。、！rl2

F一．、…≧』瞬5』6岳＝｝
’へ噌7』 ■P“ 4』》

　　　　　午瑛
10　　　隔’11　　　　ユ2 1 2 3 4 5 6 7 8『 ◎ 10　　4！

12時一

12畦・

⑭緬育児・しつけ・教育ゆい獣ずね囎　　㌧…「‘．・・㌧
　Dか子さんのしつけについて主に誰の意見が中心にだっていますか0

　　　　1．交、．．、a，母　3．両譲鶴勧　．猛の他の人（1　　）

謄鶏麗灘麟1欝響舞賄らしい子
1生利発で勉強の出来研鍬如才能のある孔．、α灘のある子：

　　　　・思いや膨卿な子』膿脇f中よく麺ヂ9解聯鰍
　　　．．1嘩塑子．．』、…辞f畝たし卿し娩∵1舶⑳意聯馨る子

　　　、1aその他（凸　．1』）、1備に考客てい如　。15わか与廊

延引　1）現在，このむ子さんのことで気になることがありますかo

　　　　　．1こ■な．いP．’一　『2、・ある

　　2）そ縦ん濠’疑賊該当すそも㊧に㎝し輪い・

　　　　　　工健康状態』、lr、ゑ，身纏職　一a知鱒勲発轡』
　　　　，1鱒のζと、．・、一。尊．雌」、、、　、乾・側励・痴秘伽ど）

　　　　　　弘友だち関孫　　、　．＆、集団生活1　　　　　　9，夫婦関孫の子ども岱り爵饗　1

　　　　　10，その他の家族の人問関係　．一　’1　11，その他（∫　　ρ　1，、、、な．　、に　　）

⑯あ　は次ゐ漉合圭晒瞬あ詠麺ら顧答ゐ暢それぞれ一幽㈱

日の中に番号轡レ欝㌣載一・，、，
　き

L体罰を与える　　　　　　　　　　　　ゑ強く叱る

いき力噸　　　　　鰍つて寿く謙槻る

子どもの鰍轡鱗蝋る瞬だそ勤繊脚

1繍が　　ずし　がかかる時’

勢噛分で出来おのに甘だて軍ろダとじ差“時・

砂鄭い畷“と謁て砺ヒと鹸もた蛭

4逮事についてまずいと力騨を影た時一r二

轡脚轡轡の轡手野欲騨憎
㌧6豫が来客胤幅騨晒三一醐して失櫛鰍壁

7）　店の前で物を欲しがってねだる時

8）パ紳騨卿で騒いだ漿聾わった孔艦’

一［ニコ

ー［ニコ

ニ［ニゴ

［ニコ

・一 ニコ

rロ
ー；

コ
・一 ニコ

＠1）将来この醗雛磁の教育を1耀鰻駅恥

1　1，中戦でi　鏑廊で　　a駄渦瞬で

1一［穣凝孤　駕姦」響！．　ン

⑭その聯次嚇燃け選岬印を　欝㌧
　　　　　工社会生活のため必要だから！　　　　　　　　　a巾広匝教饗を身にっけさせ痩ら

　　　　　a皆が行㊥　　　　　4轍不要だから
　　　　　5，学歴社会だから　　　　　　　　　　　　　　　6，家業を考えて

　　　　　躰人の能榊ってきめる　　　躍済半の舳から

　　　　．乳親轍磐くて騨か噸艇．；・曳矯の郷艇

i　の他（・．　1）鰍伸
ρt㎜1aわか獅

1．’一∵冷　・∫　　しゴ［　1　　　　．謎

曝1一贈轡・　轡橘轡　腿説1贈野

1五社会嚇つくす人　1　撚鳶大粥る人
1・…糖済力麟人　一・一・・一棚勅る人
i丘社会的地位わある人　i　嚇紬の館な人

lI響☆1欝蕩lll．

唾讐子套灘灘饗墾、』．と』柔』1

◎離艶塗▽1『灘響㌻☆

⑳1 当地に住 噸からで 　　…『一諾ll
、講繊い欝轡41子ども讐讐1、

　　　　　1．ずっと住脈い・；・a住林く脚，幽躯奴捻い　↓わが樋W

　　　　I　　　　　　　　　一・…　　　1シ』i
．⑳麟、ゆ1戯如）育児鋤職転璽爾勲蜘3）郷ρ瞳期

鑑驚1こと轡肝に轡しま1外該当轡，鯉1饗さ，，i．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　…

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　｛

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　｛

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　i

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　多
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　妻

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1『

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　｝

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　む

1マ・！　　　　　ら｝き　　　　i
噌1轡　して　必要と思われるものを　んて○印をつll下i

　　　　蝿惑、2一、・噸1罫☆
　　　　噛癖所，．、、漁欄1、　　a保育磯脱1

難☆ll熱｝・叢』i、1

　　　　1＆老人福祉施設　　　　　　17．その他（　　　　　　．　　　　　　　）

　　　　1＆わからな1A

，

　　‘
　・と　㌧

　i　　　’｝』

①’父親 ②祖父母 ⑥友人 ⑦保健所 甥麓傘校

1）育、児iのこ≧

2）子どもの ε翻
軍　覧

3）家庭内φ悟ざこざ F ll

4）織緯康のこと
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1目本総合愛資研寒所租票 第玖果、，

琢＄、鍛近職菜をもつ診母さんがふえていま垂が，そのζとについておたずねしま九

　1）母親が職業をもつことにつ恥てどう思いますか

　　　　1，賛成　　．　a反対　　　　 3Lどちらともいえない　　　　 屯わから叛い・

飼質問㊧1）で峨在難をもってい如に○印をつ脈方勘たずねし討。

　1）　以前卜仕事を持うていたことがありますか　　　．　1．・汝い　　　　　aあ，る、、

織5・

主な理由に○印して下さい

　二家計の助けになる

　a生活に張りがで剖る

　a視野が広くなる

　¢自分の自由になるお金ガ入る

一下さい 主耀由にρ印して下さい，

をFP

きiる

紮家勘滴ろそかになる　　　　　　　2

の麟が擁とど融い

a序総礎話が出来なw
るか金、が入る 1α近所づき車ゆ懸くたる

護・轡け編なく泌 茸母親の負担が多すぎる

） 12．その他（

2），御をやめた94ゆで赫
　　　1．結婚前・　　a結嬬にあたって　　　3・出産にあたって　、

　　　5子どもの入学にあたって　　　，6，その他（

’3ン蝋，樋をも蟻硬すカ」冷i，価　　2幅え

L享聯仁コ鱒15罵‘ 2，適

4学童保育があれぱ

　　　　2適当な仕・事があれば

五繊碑解勘縦酸の他（

4子どものス、園にあたって

　　　　　　　　〉

　3．わか唖い

a保醐が勢ぱ
）

6．その他（

2）3歳前の小さい子どもを保育園に預けることをどう思いますかo

　　　，1，賛成　　　　2，反対　　　　aどちらともいえない

主な理由にO印して下さい

　1．規則正しい生店力できる

aいろいろ衰と榔概られる

i4．友だちができる

　5．遊び場がある

鱒門家に翫られること灘い

ヱ．．その他（

とちらとも えな　　　　　4，わカらない

一　1
下さい 蹴理脈○由虞下飾
ができる

おぼえられる

蹄気砿染が厩窃多　　1　　　　　　　　　　　　　　　　整a悪いζとを耀えお『

ことが自分セできる 1αテども働めいぞ，

剛　　　　　　　　　　　■　　　　　　　　　　　　r

・11．個齢育鹸ら1
　　　　　　　　　　　　　　　　β
2親子の触硲砺ゆ奴なる7

3潮が家庭で育てるタきである

4．その他（

4，わからない

ここからは，お仕事をもっている卦母さんだけ記入して下さいo

⑳i）倣たが鰍麗してい醐，どこか陣子さんを働て賊すか。・

　　　　　　1預けている　、・，、2預比瞬い

主に預ヴていう所を一つだけ○印レて下さい

　1。公立撮育βヂ　　2。私立保育所

　a無認可保育所　　4，職楊保育所

　5．1共同保育　　　6，保育ママ・

　17，児童館．　　　8，幼稚園

　駐親戚，知人の寧1αその他（　　　　）．

；・母纐櫛し存がら鱗

a子どもだけ家にお・く一

a家で家族がみる（子どもの父，祖父母，兄，

　姉，その他（一　、）

4．尿で家族以外の人が桑る・

ε、炉他（　　　，　）

2）いづも二か所以上あところに預けていますか 1．預けている 2，預けてし、堰“

珍91）撚噸卿脚に無駒たず翅す・次卿1う轡磁する畔Q印金
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　　　2，留守中の子ども6様子がわからない、
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1
謹、

蒔

1

臼あ象たのお仕事につ恥ておたナねし雲ナo

　●ユ）あなたは常動ですかoパートでナカ・。

　　　　コ・常　勤　　2・パート（年望　　　　　）時から（孝鍵　　　1　　⊃時驚で

　　2）あ看たの一か月の勤務はどのよう，な形態でナか。

　　　　加渤加ある（鞍　）時からく鞍　，曜で
　　　　鑑鞍動加ある（鞍　）嚇ら磯一・，時暫
　　　　罐繭宏い頻鞍　）嚇らく纂・一・）時網
　　　　古・その他く　　　　　　　　．，　　i　　　　l　　　　　i）

や僻勢ぎ『羅鱗院蝋　潔　鱒
　　　　　　　b　l、，　．通錬　　　く　　　）亀ξ　　）か月・

71袴）’騨回轡1ン’1・・、：凌い　邸こi　加・

　　§》讐φ幣碓吻睡拙
　　　…評ザ擁続サ拠

、糠耀購蒙潔難2叢
　　・1癌醐二・1∵『）年くらい聯吋理由

　　　。鎚継礁げ擁　・1』（理由
　　　　転出群零で稗け、た矯第』子第二子・第三頓（翠由

，1織聯灘、　　・躍』
蓑禰讐i三，，，ll’讐△△1’一・

i④i轡轡押鹸磁いま蟷榔螺どう胴すか・
　　　　1．1聾成1且…反・対　歌どちらともいえ施　盈わから表い
　i　　き

週く ）日

1か月く　　》回

ユか月（　　》回

1か月．く　　》回

）

）

）

）

）

）

》

⑤購騨生塁下のお子さ榊もち砺に騒，たずね財硝 ∵鍔』・

、）幌た輝仕廠し畑綱好鮎をと凍鮒て城毫か一中ξ舜髄為か廷浮φ枠勢微

　　　欝番解入嘩騨動の聯・拠嚇嚇鰐轡讐隅噴．
琴．。

深夜動の場合1日・P戸中『 準夜動の場合1好細あ軸　　1　レ

午前 轍 夕方 鹿電齢かるが 困』るむと ど欲誰が癩いるガ ，菌・る・ごど

（・じ）歳

（　　》歳
し

く　　漁『

（』 　）歳1

皇　　・

鯵楽傑瞬．、，、聯立締扉③癬可保育臥劔場嚇』⑤共嚇◎保育ママ
6児鵡・鋤組．岬戚・知く嚇則る一』：鰐醐嚇解
麟轡（誰幌』1、、～、．i、騨鯉轡轡　ン’

2）融嫌醸塑ら轡んを育てる寧困るどと・・鰍ζと繭で笹・

（IF』』　　　　　　　　う
i⑥1魑嘩舜轡擁癌の酋轡嬢瓢　　　　　“
　』・）『好さ1んが厘購，蘇謝て仕髄じ魚粘たか・・

季

当晦職』業 画一，「中 準夜動の場合 深夜勤の場金・

午前 牛後 夕方・ どこセ誰力琢て砺たが 困ったこと
どこで誰がみていたが 困ゆ旋宅と

赤ちや獣 賓無

幼、児　期， 有無 ．＾し、

小掌生時代 有無、

四
．誹

騰
コ＞

漁
鋤
潮
・器

黒
。謙

、燭

患な理申にO印し∫下さい

濯鮒の財繊短
　12、i生活に張り1ができる・、

　i蒜1挽野が広ぐ4都

　4．自分の自由になるか金が入る

薦あ肥聯骸すぎ酬な㌢

主な理由に○印して下さい
　7．家亭がかうそかに疾る

8・夫の蹄煙きとどか紬
　9。・子どもの世彰が轡来ない・

10。近所づきあいが悪くなる

，1一，母親の負担が多すぎる

・12．その．他（ ）
》’

㊧；）¢）質問亡同じよ’うに枠の中の番号を詑入して下さい・

腿
・嵩

．懸

で讐野『1『警ll騨勢』〉

驚1、1欝警嚇轡1轡野㌧


